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主な内容

 Ishioka

市の人口と世帯　78,537 人（前月比△ 17）　男 38,854 人　女 39,683 人　世帯数 30,171 世帯　【６月１日現在】
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県フラワーパークのアジサイ



市 政
窓 口

本
館
（
仮
設
庁
舎
）
で
業
務
開
始

７
月
７
日
（
月
）
か
ら
窓
口
を
集
約
し
、

　
　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
ま
す

　

市
役
所
第
２
駐
車
場
に
建
設
し
て
い
た
本
館（
仮

設
庁
舎
）
が
完
成
し
た
こ
と
か
ら
、
ほ
か
の
施
設

な
ど
に
分
散
し
て
い
た
左
記
の
窓
口
な
ど
を
、
増

設
す
る
本
館
に
移
転
し
ま
す
。

▼
八
郷
総
合
支
所
か
ら

財
政
課
、
税
務
課
、
収
納
対
策
課
、
企
業
誘
致
推
進

課
、
中
心
市
街
地
活
性
化
室
（
商
工
観
光
課
）

▼
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら

生
活
環
境
課
、
経
済
部
・
農
業
委
員
会 

石
岡
事

務
所

■ 

問
い
合
わ
せ  

管
財
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
５
１
１
）

5総務・防災館 配置図

情報政策課

契約検査課

会議室 2

会議室１

地籍調査課

総務課

防災対策課

【2 階】

2・3・4  配置図

高
齢
福
祉
課

（
介
護
保
険
室
）

トイレ

社
会
福
祉
課

4長寿いきいき館

会
議
室

こども
福祉課

夜
間
受
付

3すこやか子育て館

2安心しあわせ館

1本 館 配 置 図

市 役 所 の 自 動 交 付 機

トイレ

エレ
ベーター

税務課 収納対策課

生活環境課
（放射線対策室）

消
費
生
活

セ
ン
タ
ー

中
会
議
室

大会議室

1 階

本館への移転作業のため、市役所の自動交
付機が利用できなくなります。八郷総合支
所、東・城南地区公民館、まちかど情報セ
ンターの自動交付機は通常通り利用できま
す。
■問い合わせ　市民課　
☎ 23-1111（内線 120）

現在本庁舎で行っている休日（昼間）の日直
窓口は７月 12 日（土）から本館市民課窓口
で行います。
■問い合わせ　総務課
☎ 23-1111（内線 251）

住民票や印鑑証明の発
行窓口は新しくできる
「本館」２階に移るの
か。

高齢福祉課や介護保険室は
今までと場所は変わらない
けど、建物の呼び方が仮設
庁舎２号棟から「長寿いき
いき館」に変わったんだね。

「赤ちゃんの駅」
は本館の２階にあ
るのね。

休日（昼間）の日直窓口

７月５日（土）・６日（日）

会議室３

トイレ

エレ
ベーター

市長公室
秘書広聴課

政策
企画課

小
会
議
室

・
中
心
市
街
地

　

活
性
化
室

・
企
業
誘
致

　

推
進
課

市長室

財政課管財課
（庁舎建設

推進室）

相談室

副市長室

3 階

広報いしおか７月１日号  №２１０　　２

トイレ
2 階

授
乳
室

エレ
ベーター

待合
スペース 市民課

法
務
局
証
明 

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

常陽銀行
市役所
出張所

会計課
経
済
部
・
農
業

委
員
会　

石
岡

事
務
所

正面入り口 赤
ち
ゃ
ん

　
　

の
駅

保険年金課

トイレ

７月７日（月）以降

一 部 の 課 の 電 話 番 号 が
変 わ り ま す
石岡保健センターで業務を行っている
①生活環境課（清掃・市民生活担当 
☎ 36-1120・ 環 境 担 当 ☎ 36-1231）
②経済部 石岡事務所（☎ 36-1125）、
八郷総合支所で業務を行っている③税
務課（☎ 43-1111）などは、7 月 7 日
以降、☎ 23-1111 にご連絡ください。

6まちづくり館 配置図

トイレ

建築住宅
指導課

道路
建設課

都市
計画課

駅周辺
整備
推進室

【1 階】 【2 階】【１階】

平成 26 年度 新事業

放
課
後
子
ど
も
教
室
が
開
始

オ
ア
シ
ス
運
動 

作
品
募
集

夏休み
講 座

旭
台
会
館　

夏
休
み
「
ふ
れ
あ
い
講
座
」
開
講

　

市
で
は
、
新
事
業
「
放
課
後
子
ど

も
教
室
」
が
始
ま
り
ま
す
。
今
年
度

は
市
内
19
校
の
中
か
ら
６
校
を
モ
デ

ル
校
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

実
施
校
　
三
村
小
・
関
川
小
・
東
成

井
小
・
瓦
会
小
・
葦
穂
小
・
小
桜
小

実
施
内
容
　
各
学
校
の
計
画
で
年
間

８
回
程
度
行
い
ま
す
。
理
科
教
室
や

自
然
観
察
、
工
場
見
学
、
ス
ポ
ー
ツ

教
室
な
ど

実
施
方
法
　
小
学
校
の
校
庭
、
体
育

館
と
校
外
施
設
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
の
企
画
を
行
い
ま
す
。

実
施
時
期
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

夏
休
み
・
冬
休
み
、
平
日
の
放
課
後

▼
市
内
在
住
、
在
勤
・
在
学
す
る
人

を
対
象
に
、
オ
ア
シ
ス
作
文
と
標
語

を
募
集
し
ま
す
。応
募
締
め
切
り
は
、

９
月
12
日
（
金
）
で
す
。

作
文
の
部　

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
（
縦
書
き
）
３
枚
以
内

標
語
の
部　

書
式
自
由（
は
が
き
可
）

※
作
品
に
、
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法　

持
参
・
郵
送
・
フ
ァ
ッ

ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
（
児
童
・
生
徒

は
学
校
へ
提
出
）

注
意
事
項
　
応
募
作
品
は
返
却
し
ま

せ
ん
。
入
賞
作
品
は
市
に
帰
属
し
、

加
除
訂
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

に
掲
載
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
最
優
秀
賞
の
加
藤 

可
奈
子
さ
ん
の
作
品
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

オ おはようございます
ア ありがとうございます

シ しつれいします
ス すみません

住みよい地域は気持ちのよいあいさつから

「
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
」
講
座

▼
思
い
出
を
素
敵
に
残
し
ま
せ
ん

か
？

日
時　

８
月
８
日
・
22
日
（
金
）
午

前
10
時
～
正
午

講
師　

小
島 

哉
子 

氏
・
殿
塚 

麗 

氏

定
員　

親
子
20
組　

教
材
費　

１
０
０
０
円

子
ど
も
「
習
字
」
講
座

▼
夏
休
み
の
宿
題
を
楽
し
く
書
き
ま

し
ょ
う
！

日
時　

８
月
２
日
・
９
日
・
23
日
・

30
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

講
師　

石
川 

淳 

氏　

教
材
費　

無
料

定
員　

８
人
（
小
学
３
～
６
年
）

楽
し
く
学
べ
る

　「
キ
ッ
ズ
英
会
話
」
講
座

▼
歌
や
遊
び
の
中
か
ら
身
近
な
英
会

話
を
学
び
ま
し
ょ
う
！

日
時　

８
月
２
日
・
９
日
・
23
日
・

30
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～
11
時

30
分　

講
師　

澤
田 

布
美
子 

氏　

教
材
費　

無
料

定
員　

10
人
（
小
学
１
～
３
年
）

受付時間　７月８日（火）～ 19 日（土）
午前９時～午後５時
※月曜日は休館です。
申込方法　電話、ファックス、電子メール
■ 申し込み・問い合わせ
旭台会館 ☎ 26-1366　  ℻ 26-1780
　asahidai@smile.ocn.ne.jp

■ 

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課　

☎
４
３
・
１
１
１
１

（
内
線
１
２
３
７
）

■申し込み・問い合わせ
生涯学習課　☎ 43-1111（内線 1238）
〒 315-0195　石岡市柿岡 5680-1 
石岡市教育委員会 生涯学習課　
℻ 43-1117　　shougai@city.ishioka.lg.jp

生涯学習

オアシス

様々な体験や活動を通して

放課後子ども教室では、

理科教室 スポーツ教室など

子どもたちの

社会性

創造性

自主性

を育てます

※写真はイメージです

３　　広報いしおか７月１日号  №２１０

放
課
後
も
、
楽
し
く
学
ぼ
う



福 祉
国民年金

国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
に
困
っ
た
と
き
は
…

1
全
額
免
除
制
度

2
一
部
免
除
制
度

　

全
額
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
保
険

料
を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、

年
金
額
は
半
分
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
１
万
５
２
５
０
円
（
月
額
）。
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困

難
な
と
き
は
、
次
の
三
つ
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。

※
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
猶
予

申
請
は
、
原
則
毎
年
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
４
月
か
ら
、
国
民
年
金
保

険
料
の
免
除
な
ど
申
請
で
き
る
期
間

（
申
請
時
点
か
ら
２
年
１
か
月
ま
で
）

が
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
部
免
除
し
た
場
合
、
そ
の
後
、
追
納
を
し

な
け
れ
ば
、
将
来
の
年
金
額
は
８
分
の
５
か
ら

８
分
の
７
程
度
少
な
く
な
り
ま
す
。

※
申
請
者
本
人
の
ほ
か
配
偶
者
と
世
帯
主
も
所

得
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
26
年
７
月
～
27
年
６
月
分
の
申
請
は
、
平

成
25
年
の
所
得
で
審
査
さ
れ
ま
す
。

※
注
意
　
納
付
す
べ
き
一
部
の
保
険
料
が
納
付

さ
れ
な
い
場
合
、
そ
の
期
間
の
一
部
免
除
が
無

効
（
未
納
と
同
じ
）
に
な
り
、
将
来
の
老
齢
基

礎
年
金
の
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
障
害
や
死

亡
と
い
っ
た
不
測
の
事
態
が
生
じ
た
場
合
に
、

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
　

日
本
年
金
機
構 

土
浦
年
金
事
務
所　
　
　

☎
０
２
９
・
８
２
５
・
１
１
７
０

保
険
年
金
課　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
３
８
）

全額免除になる
前年度の所得の目安

（扶養親族等の数＋１）×
35 万円＋ 22 万円　   以内

一部免除になる前年所得
　　　　　　　　の目安
※一部免除は３種類
1４分の３免除　78 万円＋
扶養親族等控除額＋社会保険
料控除額　　　　　　　以内
2半額免除　 118 万円＋扶
養親族等控除額＋社会保険料
控除額　　　　　　　　以内
3 ４ 分 の １ 免 除　158 万円
＋扶養親族等控除額＋社会保
険料控除額　　　　　　以内

　

親
な
ど
の
世
帯
主
の
所
得
に
か
か

わ
ら
ず
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
制
度
で
す
。

※
本
人
の
所
得
が
低
く
て
も
収
入
の

あ
る
世
帯
主
（
親
な
ど
）
と
同
居
し

て
い
る
と
保
険
料
の
免
除
対
象
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
学
生
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

　

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学

（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校
（
就
業
年
限
が
１
年
以
上
で
あ

る
課
程
）、
一
部
の
海
外
大
学
の
日

本
分
校
在
学
者
が
対
象
で
す
。

　

不
慮
の
事
故
や
ス
ポ
ー
ツ
・
病
気

な
ど
で
身
体
に
障
害
が
残
っ
た
場
合

に
受
け
取
れ
る
障
害
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

若年者（30 歳未満）猶予

猶予となる所得の目安
（扶養親族等の数＋１）×
35 万円＋ 22 万円　   以内

学生納付特例制度

猶予となる所得の目安
118 万円＋（扶養親
族等の数× 38 万円）　以内

「広報いしおか」の詳しい情報は、ホームページにも掲載しています

福 祉
国民年金

広報紙に載って
いる情報を詳し
く知りたいな…

ホームページにある
カテゴリと連動させ
ています。

若者の皆さんへ
▶「年金制度に将来はないから保険料
は納めない」と考える人もいるかもし
れませんが、年金は老後のためだけで
はありません。障害や死亡のための備
えでもあります。
▶未納を続けていると、将来やっぱり
年金が欲しいと思った時に「受給資格
期間の 25 年」を満たすことが難しい
ということになりかねません。
▶保険料納付で悩んでいる人は、免除・
猶予制度の利用を考えてみませんか？

3猶予制度

ココをチェック！

広報いしおか７月１日号  №２１０　　４

福 祉
医療保険

新
し
い
受
給
者
証
・

　
　
　

保
険
者
証
を
お
送
り
し
ま
す

新
保
険
者
証
を
お
送
り
し
ま
す

　

新
し
い
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給

者
証
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
を
該
当
者
に
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
内
容
を
確
認
し
て
８
月
か
ら
お

使
い
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
は
、
前
年

の
所
得
を
も
と
に
毎
年
８
月
に
更
新

し
て
い
ま
す
。

70
歳
～
75
歳
未
満

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

　

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
国
保
加
入

者
の
皆
さ
ん
に
「
高
齢
受
給
者
証
」

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
の
負
担
割
合
は
、
前
年
の

所
得
に
応
じ
て
１
割
、
２
割
ま
た
は

３
割
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

受
診
の
際
は
、
医
療
機
関
の
窓
口

に
、
高
齢
受
給
者
証
と
保
険
証
の
両

方
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
医
療
機
関

で
は
、
こ
の
高
齢
受
給
者
証
で
窓

口
の
一
部
負
担
金
（
１
割
・
２
割
・

３
割
）
を
確
認
し
ま
す
の
で
、
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

○
２
割
負
担
は
70
歳
の
誕
生
日
の
翌

月
（
１
日
生
ま
れ
の
人
は
そ
の
月
）

か
ら
に
な
り
ま
す
。

○
現
役
並
み
所
得
者
と
は
、
同
世
帯

に
課
税
所
得
１
４
５
万
円
以
上
の
70

歳
以
上
の
国
保
被
保
険
者
が
い
る
人

で
す
。

○
入
院
時
の
食
事
代
は
、
別
途
負
担

と
な
り
ま
す
。

○
一
部
負
担
金
が
、
１
か
月
の
自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
は
、
申

請
に
よ
り
超
え
た
分
が
高
額
療
養
費

と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

75
歳
以
上

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

　

８
月
か
ら
セ
ピ
ア
色
の
新
し
い
保

険
者
証
に
変
わ
り
ま
す
。
８
月
１
日

以
降
に
病
院
な
ど
を
受
診
す
る
際
に

は
新
し
い
保
険
者
証
を
お
使
い
く
だ

さ
い
。

①
本
人
お
よ
び
同
じ
世
帯
の
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者
の
前
年
の

収
入
合
計
額
が
５
２
０
万
円
未
満

②
世
帯
の
中
で
被
保
険
者
が
１
人

で
あ
り
、
か
つ
本
人
の
収
入
が

３
８
３
万
円
未
満

③
世
帯
の
中
で
被
保
険
者
が
１
人

で
あ
り
、
か
つ
本
人
と
同
世
帯
の

70
～
74
歳
の
人
と
の
収
入
合
計
が

５
２
０
万
円
未
満

※
該
当
す
る
人
に
は
、
６
月
下
旬
に

通
知
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　　

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の
人

は
８
月
上
旬
に
「
保
険
料
額
決
定
通

知
書
」、
普
通
徴
収
（
納
付
書
に
よ

る
納
付
）の
人
に
は
７
月
下
旬
に「
保

険
料
額
決
定
通
知
書
兼
納
入
通
知

書
」
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

普
通
徴
収
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
で
す
。

①
受
給
し
て
い
る
年
金
額
が
年
額

18
万
円
未
満
の
人

②
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
を
合
わ
せ
た
１
回
あ
た
り
の

保
険
料
額
が
、
年
金
受
給
額
の
２
分

の
１
を
超
え
る
人

③
平
成
26
年
２
月
２
日
以
降
に
被
保

険
者
と
な
っ
た
人

１割
負担

２割
負担

３割
負担

昭和 19 年
4 月 1 日以前
生まれの人

昭和 19 年
4 月２日以降
生まれの人

現役並み
所得者

自
己
負
担
割
合
を
見
直
し

　

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
は
１
割

ま
た
は
３
割
で
す
。
前
年
の
所
得
に

応
じ
て
毎
年
８
月
１
日
に
見
直
し
を

行
い
ま
す
。

《
１
割
負
担
該
当
者
》

　

本
人
お
よ
び
同
じ
世
帯
の
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者
の
市
民
税

課
税
所
得
が
い
ず
れ
も
１
４
５
万
円

未
満

《
３
割
負
担
該
当
者
》

　

本
人
ま
た
は
同
じ
世
帯
の
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者
の
市
民
税

課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上

◎
た
だ
し
次
の
基
準
を
満
た
す
人

は
、
申
請
に
よ
り
１
割
負
担
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

納
入
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
６
４
）

５　　広報いしおか７月１日号  №２１０

④
平
成
25
年
10
月
以
降
に
特
別
徴
収

が
中
断
し
た
人（
市
民
税
申
告
な
ど

に
よ
り
保
険
料
が
減
額
に
な
っ
た
人
）

⑤
「
保
険
料
の
口
座
振
替
に
よ
る
徴

収
方
法
変
更
申
請
書
」
を
提
出
し
、

年
金
天
引
き
か
ら
口
座
振
替
へ
変
更

し
た
人

◎
次
の
人
は
平
成
26
年
10
月
か
ら
特

別
徴
収
に
な
る
予
定
で
す
。

1 

③
に
該
当
す
る
人
の
う
ち
、
２

月
２
日
か
ら
６
月
１
日
ま
で
に
被
保

険
者
に
な
っ
た
人

2 

④
に
該
当
す
る
人

　　

平
成
26
・
27
年
度
の
保
険
料
率
が

決
定
し
ま
し
た
。今
回
は
均
等
割
額
、

所
得
割
率
と
も
に
据
え
置
か
れ
、
均

等
割
額
が
３
万
９
５
０
０
円
、
所
得

割
率
が
８
％
で
す
。
た
だ
し
、
保

険
料
の
賦
課
限
度
額
は
55
万
円
か
ら

57
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

保
険
料
率
が
決
定

■
問
い
合
わ
せ

・
保
険
年
金
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
３
４
）

・
八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
３
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
業
管
理
課

☎
０
２
９
・
３
０
９
・
１
２
１
３



　

今
年
も
、
市
民
盆
踊
り
実
行
委
員

会
主
催
に
よ
る
、
第
38
回
納
涼
市
民

盆
踊
り
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
ご
家

族
、お
友
達
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
お
出
で
く
だ
さ
い
。

《
開
催
日
》　

８
月
２
日
（
土
）
午
後

５
時
～
８
時
30
分

＊
雨
天
の
場
合
は
、
３
日
（
日
）
に

順
延
し
ま
す
。

《
会
場
》　

い
し
お
か
イ
ベ
ン
ト
広
場

《
内
容
》　

・
子
ど
も
輪
投
げ
大
会

・
お
楽
し
み
抽
選
会　

抽
選
券
は
１

人
１
枚
。（
先
着
８
０
０
人
）
受
け
付

け
は
午
後
５
時
か
ら
７
時
ま
で
。

・
盆
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト

　

盆
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
た

人
に
は
、
も
れ
な
く
参
加
賞
を
、
入

賞
者
に
は
素
敵
な
賞
品
を
ご
用
意
し

て
い
ま
す
。

夕
市
で
の
出
品
者
・
団
体
を
募
集

◇
先
着
６
店
舗
程
度

◇
出
店
料　

２
０
０
０
円
（
テ
ー
ブ

ル
、
イ
ス
そ
の
他
必
要
な
備
品
は
、

 

同
時
に
夕
市
も
開
催

楽しむ
イベント

納
涼
市
民
盆
踊
り
大
会
を
開
催

各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
ホ
ッ
ト
プ

レ
ー
ト
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
午
後
７
時
以
降
の
子
ど
も
の
参
加

は
、
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

お
た
の
し
み
抽
選
会
の
賞
品
を
募
集

　

商
店
会
や
企
業
の
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
７
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
事
務
局

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

主
催
／
石
岡
市
民
盆
踊
り
実
行
委
員
会

共
催
／
石
岡
市

後
援
／
石
岡
商
工
会
議
所
・
石
岡
商

店
会
連
合
会
・
石
岡
市
観
光
協
会
・

ひ
た
ち
野
農
業
協
同
組
合
・
や
さ
と

農
業
協
同
組
合
・
石
岡
市
民
謡
舞
踊

連
合
会
・
石
岡
囃
子
連
合
保
存
会
・

石
岡
市
区
長
会
・
柏
原
工
業
団
地
運

営
協
議
会
・
石
岡
市
地
域
女
性
団
体

連
絡
協
議
会
・
石
岡
商
工
会
議
所
青

年
部

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
市
民
盆
踊
り
実
行
委
員
会
事
務

局
（
生
活
環
境
課
内
）

☎
３
６
・
１
１
２
０ 

広報いしおか７月１日号  №２１０　　６

大
森
さ
ん
が
市
に

５
０
０
０
万
円
の
寄
附

　

こ
の
ほ
ど
、
市
内
在
住
の
大
森
正

さ
ん
（
84
）
が
子
ど
も
た
ち
の
教
育

の
た
め
、
市
に
５
０
０
０
万
円
を
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
森
さ
ん
は
、
19
歳
か
ら
米
穀
業

を
経
営
し
て
き
ま
し
た
。
働
き
詰
め

の
毎
日
で
、
と
に
か
く
真
面
目
に
仕

事
を
し
た
と
言
い
ま
す
。

　
「
コ
ツ
コ
ツ
と
築
き
上
げ
た
財
産

市のために
  役立てて

善意の寄附

を
、
困
っ
て
い
る
人
た
ち
に
役
立
て

て
も
ら
う
の
が
私
の
一
番
の
願
い
で

す
」
と
語
る
大
森
さ
ん
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寄
附
金
は
次
の
目
的
に

　
　
　
　
　
　

使
わ
れ
て
い
ま
す

小
学
校
入
学
祝
金

対
象　

①
母
子
・
父
子
家
庭
（
２
万

円
）
②
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
た

父
母
（
５
万
円
）

※
い
ず
れ
も
、
１
月
１
日
現
在
、
市

内
在
住
の
人

市
奨
学
金
（
８
万
円
）

対
象　

①
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学

校
の
後
期
課
程
ま
た
は
高
等
専
門
学

校
に
在
学
し
て
い
る
人
②
学
費
の
支

弁
が
困
難
な
人
③
学
業
成
績
が
優
良

で
性
向
が
善
良
な
人

※
市
内
に
１
年
以
上
住
ん
で
い
る
人

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
人

▲紺綬褒章を受け、市役所を訪問した大森正さん
（中央）と妻の貞子さん（右）

▲大森さんが公益のために私財を寄附し
たことで授与された紺綬褒章

くらし
住まい

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

設
置
す
る
人
に
対
し
、
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。
こ
れ
は
「
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
普
及
」
の
ほ
か
「
省
エ
ネ
・

節
電
に
関
す
る
取
り
組
み
の
拡
大
」

を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
補
助
金
を
申
請
さ
れ
る
人
は
、
ご

本
人
ま
た
は
ご
家
族
の
人
が
生
活
環

境
課
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ア
ン

ケ
ー
ト
や
各
種
情
報
提
供
な
ど
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

1
申
込
資
格
（
い
ず
れ
か
に
該
当
）

①
市
内
の
自
宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
設
置
す
る
人

②
市
内
に
自
ら
が
住
む
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
付
住
宅
を
購
入
す
る
人

2
条
件

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

・
４
月
１
日
以
降
に
契
約
を
し
、
年

度
内
に
す
べ
て
の
手
続
き
を
完
了
す

る
こ
と
が
で
き
る
人

2
補
助
の
対
象

・
余
剰
電
力
を
電
力
会
社
に
販
売
す

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　

設
置
補
助
制
度
の
活
用
を

る
シ
ス
テ
ム

・
住
宅
（
店
舗
な
ど
の
併
用
住
宅
を

含
む
）
の
屋
根
な
ど
に
設
置
す
る
も
の

・
未
使
用
品
で
あ
る
こ
と
（
中
古
品

は
対
象
外
）

・
太
陽
電
池
の
公
称
最
大
出
力
、
ま

た
は
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
の
定

格
出
力
の
い
ず
れ
か
小
さ
い
方
の
値

が
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
な
い
も
の

3
補
助
限
度
額　

８
万
円

　

発
電
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
太
陽

電
池
の
最
大
出
力
に
２
万
円
を
乗
じ

た
額
で
、単
位
は
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
し
、

小
数
点
以
下
３
桁
目
を
四
捨
五
入
し

ま
す
。
た
だ
し
、
最
大
出
力
が
４
キ

ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
場
合
は
、
４
キ

ロ
ワ
ッ
ト
を
上
限
で
、
１
０
０
０
円

未
満
は
切
り
捨
て
ま
す
。

4
受
付
期
限

平
成
27
年
２
月
27
日
（
金
）
ま
で

※
補
助
金
の
交
付
時
期
は
、
受
付
期

間
終
了
後
、
所
定
の
手
続
き
を
経
て

交
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課（
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
３
６
・
１
２
３
１

八
郷
総
合
支
所
総
務
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
３
３
７
）

※
国
・
県
の
補
助
に
つ
き
ま
し
て
は
、

条
件
な
ど
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
補
助
金

太
陽
光
発
電
普
及
拡
大
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
３
・
２
３
９
・
６
２
０
０

まちづくり

道　路

道
路
へ
の
倒
木

枝
の
張
り
出
し
に
注
意
！

　

市
内
に
は
、
道
路
や
歩
道
へ
の
倒

木
、
枝
の
張
り
出
し
に
よ
り
通
行
の

障
害
に
な
っ
て
い
る
箇
所
が
多
数
見

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
が
原
因
で
、
車

両
や
歩
行
者
に
事
故
が
発
生
し
た
場

合
に
は
、
そ
の
樹
木
の
所
有
者
が
責

任
を
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

普
段
の
管
理
は
も
と
よ
り
、
強
風
や

大
雨
の
場
合
に
は
特
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
近
年
多
発
し
て
い
る
ゲ
リ

ラ
豪
雨
や
台
風
へ
の
対
策
と
し
て
市

民
と
行
政
が
相
互
協
力
し
、
安
全
な

環
境
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
各
地
区
に
お
い
て
も
、
草
刈

り
や
側
溝
の
清
掃
、
耕
作
地
か
ら
の

土
砂
の
流
出
防
止
対
策
な
ど
自
宅
周

辺
の
環
境
整
備
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
市
で
は
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
各
地
区

の
草
刈
り
や
清
掃
活
動
な
ど
自
主

的
・
自
発
的
活
動
を
支
援
・
促
進
す

る
た
め
「
地
域
活
動
飲
料
水
提
供
制

度
」
に
よ
り
活
動
時
の
飲
料
水
の
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

生
活
環
境
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

注
意
箇
所
の
具
体
例

・
道
路
や
歩
道
に
樹
木
が
張
り
出
し

て
い
る
。

・
枯
れ
木
や
枯
れ
枝
、
竹
林
の
繁
茂

に
よ
る
通
行
障
害
や
そ
の
恐
れ
が
あ

る
。　
　
　
　
　
　

・
畑
の
土
が
道
路
に
堆
積
し
、
通
行

の
支
障
と
な
っ
て
い
る
。

作
業
時
の
注
意
点

・
電
線
や
電
話
線
が
あ
る
箇
所
の
作

業
は
危
険
を
伴
う
の
で
、
最
寄
り
の

東
京
電
力
（
株
）
ま
た
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に

連
絡
し
、
立
ち
会
い
の
も
と
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

・
作
業
す
る
際
は
、
通
行
す
る
車
両

や
自
転
車
、歩
行
者
の
安
全
確
保
と
、

樹
木
か
ら
の
転
落
防
止
な
ど
に
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

【
県
道
】　

茨
城
県
土
浦
土
木
事
務
所

☎
０
２
９
・
８
２
２
・
４
３
４
６

【
市
道
】    

道
路
建
設
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
７
９
）

７　　広報いしおか７月１日号  №２１０

▲制度を活用した太陽光発電システム



晴
天
の
中

　
　
小
学
校
陸
上
記
録
会

統
計
調
査
員
14
人
が

　

永
年
勤
務
表
彰
を
受
賞

　

５
月
22
日
、
市
小
学
校
陸
上
記

録
会
が
開
催
さ
れ
、
市
内
小
学
生

７
６
１
人
が
参
加
し
、
１
０
０
メ
ー

ト
ル
を
は
じ
め
、走
り
高
跳
び
、ボ
ー

ル
ス
ロ
ー
な
ど
様
々
な
競
技
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
絶
好
の
陸
上
競
技
会

日
和
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
出
場
種

目
に
な
る
と
、
小
学
生
た
ち
は
鋭
い

眼
差
し
に
な
り
、
精
一
杯
競
技
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
ご
と
に
テ

ン
ト
を
張
り
、
競
技
し
て
い
る
仲
間

の
背
中
を
後
押
し
す
る
大
き
な
声
援

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

櫻
井
教
育
長
は
「
こ
の
大
会
は
、

今
年
で
43
回
目
と
な
る
長
い
歴
史
を

持
つ
も
の
で
す
。
大
会
記
録
で
は
、

７
月
は
、
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
強
調
月
間
で
す

市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会

　
　

新
緑
の
中
を
走
る

献
血
功
労
者
10
人
に

感
謝
状
を
贈
呈

まちの
話題

できごと

まちの
話題

できごと

▲感謝状贈呈式に出席した献血功労者

▲表彰式に出席した統計調査員

　

５
月
20
日
、
永
年
勤
続
の
功
績
を

た
た
え
、
平
成
26
年
度
石
岡
市
統
計

功
労
者
表
彰
式
を
八
郷
総
合
支
所
で

行
い
、
14
人
の
統
計
調
査
員
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
【
順
不
同
・
敬
称
略
】

◆
市
統
計
協
議
会
会
長
表
彰

・
勤
続
40
年　

 

大
久
保
京
子

　
　
　
　
　
　

眞
家
彌
太
郎

・
勤
続
30
年　

 

菊
地
一
郎

・
勤
続
20
年　

 

大
橋
衛

　
　
　
　
　
　

山
本
孝
行

◆
市
長
表
彰
（
10
年
勤
続
）

　

田
谷
野
良
一
・
石
井
一
男
・
長
津

忠
男
・
宮
部
善
守
・
太
田
晃
・
齊
藤

博
義
・
青
木
昭
光
・
原
田
幸
雄
・
武

川
好
徳

長
年
塗
り
替
え
ら
れ
て
い
な
い
も
の

も
あ
り
記
録
更
新
を
目
指
し
て
ほ
し

い
で
す
が
、
何
よ
り
皆
さ
ん
が
練
習

し
た
と
き
よ
り
も
、
よ
り
遠
く
、
よ

り
高
く
、
よ
り
速
く
と
自
己
ベ
ス
ト

が
出
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で

す
」と
激
励
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。 

　

こ
の
陸
上
記
録
会
は
「
陸
上
に
親

し
み
、
技
能
の
向
上
と
記
録
の
更
新

を
目
指
す
」「
練
習
を
通
し
て
運
動

の
楽
し
さ
を
味
わ
い
、
丈
夫
な
身
体

と
た
く
ま
し
い
精
神
を
培
う
」「
競

技
を
通
し
て
、
児
童
相
互
の
親
睦
を

図
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す

る
望
ま
し
い
態
度
を
育
て
る
」
を
掲

げ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

▲ゴールを目指しスタートする小学生たち

カ
ラ
オ
ケ
の
収
益
金

交
通
遺
児
に
善
意
の
寄
附

　

５
月
７
日
、
オ
カ
ダ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
ス
タ
ジ
オ
同
好
会
（
会
長 

岡
田

佳
久
）
か
ら
、
石
岡
地
区
交
通
安
全

対
策
推
進
協
議
会
（
会
長 

今
泉
市

長
）の
交
通
遺
児
育
英
基
金
に
、チ
ャ

リ
テ
ィ
カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
収
益
金
の

一
部
８
万
９
８
３
２
円
が
寄
附
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
基
金
は
、
交
通
事
故
で
死
亡

し
た
人
の
遺
児
な
ど
の
育
成
基
金
と

し
て
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

同
日
、
岡
田
代
表
、
池
端
顧
問
ら

が
市
役
所
を
訪
れ
「
交
通
遺
児
の
た

め
に
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
会
長
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

▲善意の寄附を手渡すオカダミュージックスタジオ同好
会の皆さん　

ス
タ
ン
ト
マ
ン
が

　
　
交
通
事
故
を
再
現

　

５
月
23
日
、
八
郷
中
学
校
の
全
校

生
徒
を
対
象
に
交
通
安
全
教
室
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
石
岡
地
区
安

全
運
転
管
理
者
協
議
会
の
主
催
で
、

八
郷
中
学
校
が
平
成
26
年
度
に
自
転

車
安
全
利
用
モ
デ
ル
校
に
指
定
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
実
施
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

自
転
車
安
全
利
用
モ
デ
ル
校
は
、

毎
年
、
生
徒
の
交
通
安
全
へ
の
関
心

を
高
め
る
た
め
に
、
石
岡
警
察
署
管

内
の
中
学
校
の
中
か
ら
選
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
交
通
安
全
教
室
で
は
、
前

半
に
ス
タ
ン
ト
マ
ン
に
よ
る
交
通
事

故
の
再
現
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
時

速
40
キ
ロ
の
車
に
後
方
か
ら
突
っ
込

ま
れ
た
ら
ど
う
な
る
の
か
」「
左
右

確
認
を
し
な
い
で
道
路
に
飛
び
出
し

た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
体
が
飛
ぶ
の

か
」
な
ど
事
故
の
現
場
が
生
徒
た
ち

の
前
で
実
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
１
年
生
を
対
象
と
し
た

自
転
車
教
室
を
実
施
。
白
バ
イ
隊
員

の
指
導
の
も
と
自
転
車
の
交
通
マ

ナ
ー
を
学
び
ま
し
た
。

▲スタントマンによる交通事故の再現

陶
器
ま
つ
り
を
開
催

　

５
月
31
日
、
６
月
１
日
の
２
日
間

に
か
け
て
、
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
特

設
会
場
で
第
25
回
や
さ
と
陶
器
ま
つ

り
を
開
催
し
ま
し
た
。
市
内
で
作
陶

を
行
う
12
人
の
陶
芸
家
の
作
品
を
展

示
・
販
売
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
バ
ラ
ま
つ
り
期
間
中
の

週
末
に
加
え
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
多

く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

▲お気に入りの陶器を探す来場者

　

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
く
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」。
こ
の
運
動
を
主
唱
し
て
い
る

法
務
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
６
月

５
日
に
市
役
所
で
、
石
岡
地
区
保
護

司
会
（
会
長 

鈴
木
英
也
）
か
ら
市

長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
た
め
に
は

「
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直

り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
」
が
必

要
で
す
。
７
月
の
強
調
月
間
に
は
、

関
係
機
関
・
団
体
が
市
内
各
所
で
啓

発
活
動
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 ▲市長に法務大臣メッセージを手渡す鈴木会長（右）

　

５
月
24
日
、
市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ

大
会
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
23
人

が
参
加
し
、
清
々
し
い
風
の
中
、
恋

瀬
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
走
り
、

朝
日
里
山
学
校
到
着
後
は
、
ウ
ッ
ド

バ
ー
ニ
ン
グ
や
そ
ば
打
ち
体
験
を
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
楽
し
み
な
が
ら
、
思

石
岡
の
地
酒
で
乾
杯
推
進

協
議
会
が
発
足

　

５
月
29
日
、
石
岡
商
工
会
議
所
で

第
１
回
石
岡
の
地
酒
で
乾
杯
推
進
協

議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、

３
月
に
「
石
岡
の
地
酒
で
乾
杯
を
推

進
す
る
条
例
」
が
制
定
し
た
の
に
伴

い
発
足
し
た
も
の
で
す
。

　

協
議
会
は
、
市
内
酒
蔵
４
社
で
つ

く
る
石
岡
清
酒
協
議
会
、
石
岡
商
工

会
議
所
、
八
郷
商
工
会
、
市
観
光
協

会
、
Ｊ
Ａ
ひ
た
ち
野
、
Ｊ
Ａ
や
さ

と
、
市
の
７
団
体
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
後
は
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
広
告
物

を
作
成
し
て
、
市
内
の
関
連
団
体
と

連
携
し
、
地
酒
の
普
及
促
進
と
地
域

活
性
を
目
指
し
た
活
動
に
取
り
組
ん▲「石岡の地酒で乾杯」のポーズで記念撮影

　

５
月
23
日
、
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

で
、
平
成
26
年
度
石
岡
市
献
血
功
労

者
感
謝
状
贈
呈
式
を
行
い
、
10
人
が

感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
献
血
を
こ
れ
ま
で
に
50

回
以
上
協
力
し
て
く
れ
た
人
で
、
県

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
か
ら
推
薦
を

受
け
た
人
に
贈
る
も
の
で
す
。

　

今
後
も
、
新
た
に
50
回
を
超
え
た

人
を
対
象
に
、
継
続
し
て
感
謝
状
贈

呈
を
行
う
予
定
で
す
。

で
い
き
ま
す
。 

　

冷
水
豊
国
会
長
（
石
岡
酒
造
㈱
）

は
「
市
内
に
四
つ
も
酒
蔵
が
あ
る
の

は
県
内
で
も
、
笠
間
市
と
石
岡
市
だ

け
。
地
元
の
若
い
人
に
も
石
岡
の
地

酒
を
飲
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

い
思
い
の
作
品
を
作
り
上
げ
ま
し

た
。
当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

楽
し
い
１
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。　

▲サイクリングを満喫する参加者

９　　広報いしおか７月１日号  №２１０ 広報いしおか７月１日号  №２１０　　８



湖
北
水
道
企
業
団
・
石
岡
地
方
斎
場
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

職
員
採
用
試
験

要
項
と
申
込

書 

の
取
得

受
験
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

【
湖
北
水
道
企
業
団
】

http://w
w

w
.kohoku.org/

【
石
岡
地
方
斎
場
組
合
】

http://park15.w
akw

ak.com
/

~isiokatihousaijo/

申
込
方
法

申
込
用
紙
に
所
要
事
項
を
自
筆
に
よ
り
記

入
し
、
直
接
持
参
す
る
か
、
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
郵
便
で
申
し
込
む
際
は
、
封
筒
の

表
に
「
受
験
申
込
」
と
朱
書
き
し
、
簡
易

書
留
な
ど
の
確
実
な
方
法
を
取
っ
て
く
だ

さ
い
。

※
９
月
８
日
（
月
）
必
着

添
付
書
類

申
込
用
紙
に
次
の
書
類
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

共
通
・
卒
業
証
明
書
（
最
終
学
歴
）
ま
た
は

卒
業
見
込
み
証
明
書
、
お
よ
び
修
得
科
目

が
判
断
で
き
る
も
の
（
成
績
証
明
書
な
ど
）

湖
北
水
道
企
業
団
・
実
務
経
験
が
証
明
で

き
る
書
類

石
岡
地
方
斎
場
組
合
・
履
歴
書
兼
身
上
書

（
組
合
指
定
の
用
紙
に
最
近
３
か
月
以
内

に
撮
影
し
た
上
半
身
無
帽
正
面
向
き
の
写

真
を
貼
っ
た
も
の
）

※
受
付
期
間
内
に
す
べ
て
の
書
類
が
そ
ろ

わ
な
い
場
合
、
受
験
手
続
き
は
で
き
ま
せ

ん
。

受
付
時
間

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。

受
験
手
続

職　

種

採
用
予
定

人
員

受

験

資

格

技

術

職

　
　
（
土
木
）

　
　
（
電
気
）

　
　
（
化
学
）

１
名

１
．
昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

２
．
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

1
大
学
で
、
土
木
・
土
木
（
水
道
）、
電

気
、
化
学
・
化
学
（
水
道
）
の
い
ず
れ

か
に
関
す
る
専
門
課
程
を
履
修
、
ま
た

は
履
修
予
定
（
来
春
卒
業
予
定
）
の
人

2
高
校
お
よ
び
専
門
学
校
に
お
い
て
、

土
木
ま
た
は
電
気
に
関
す
る
科
目
を
履

修
し
、
そ
の
後
、
土
木
、
電
気
ま
た
は

水
道
事
業
に
関
す
る
実
務
経
験
が
平
成

27
年
３
月
末
に
２
年
以
上
と
な
る
人

3
土
木
ま
た
は
電
気
関
係
以
外
の
大
学

お
よ
び
高
校
を
卒
業
後
、
土
木
、
電
気

お
よ
び
水
道
事
業
に
関
す
る
実
務
経
験

が
平
成
27
年
３
月
末
に
３
年
以
上
と
な

る
人

4
第
三
種
電
気
主
任
技
術
者
以
上
の
資

格
を
有
す
る
人

一

般

職

１
名

１
．
昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

２
．
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

1
大
学
卒
業
以
上
（
来
春
卒
業
予
定
者

を
含
む
）

2
高
校
卒
業
以
上
で
、
一
般
事
務
に
関

す
る
簿
記
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
情
報
処

理
な
ど
の
資
格
を
有
す
る
人

3
高
校
卒
業
以
上
で
、
有
資
格
者
の
も

と
で
簿
記
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
情
報
処

理
な
ど
の
実
務
経
験
が
平
成
27
年
３
月

末
に
２
年
以
上
と
な
る
人

4
高
校
卒
業
以
上
で
、
一
般
事
務
の
実

務
経
験
が
、
平
成
27
年
３
月
末
に
４
年

以
上
の
人

■ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

湖
北
水
道
企
業
団 

総
務
課　
　

　

〒
３
１
５-

８
５
２
２　

　

石
岡
市
田
島
二
丁
目
６
番
４
号

　

☎
２
４
・
３
２
３
２

石
岡
地
方
斎
場
組
合
事
務
局

　

〒
３
１
５-

０
０
０
７

　

石
岡
市
染
谷
１
７
４
９
番
地

　

☎
３
６
・
０
７
７
０

職　

種

採
用
予
定

人
員

受

験

資

格

一

般

職

１
名

昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等

学
校
ま
た
は
同
程
度
以
上
の
学
歴
を
有

す
る
人
（
来
春
卒
業
予
定
者
を
含
む
）

受
付
期
間

８
月
１
日
（
金
）
～
９
月
８
日
（
月
）

試
験
日
時

１
次
試
験

10
月
19
日
（
日
）

試
験
会
場

１
次
試
験

八
郷
総
合
支
所

※
２
次
試
験
は
11
月
下
旬
ご

ろ
、
湖
北
水
道
企
業
団
事
務

所
、
石
岡
地
方
斎
場
組
合
事
務

所
で
、
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
す
。

【湖北水道企業団】【石岡地方斎場】

※上記の受験資格に該当する人であっても、日本国籍を有しない人および地方公務員法第 16 条の欠格条項（申込書で確
認ください）に該当する人は受験できません。

◀企業団の業務は上水道事業の
ため、24 時間、1 年を通じ休
むことなく飲料水を供給する使
命を負っています。そのため通
常勤務時間以外にも勤務しなけ
ればならない時がありますが、
人々の生活に欠かせないライフ
ラインを守るやりがいのある仕
事です。

職
種
と
受
験
資
格

◀ 4 月 21 日から新斎場の
使用が始まった石岡地方斎
場。人の最期の儀式に立ち
会う、命への敬意と思いや
りが求められるやりがいの
ある仕事です。

採
用
時
期

平
成
27
年
４
月
１
日
（
予
定
）

平成 27 年度

広報いしおか７月１日号  №２１０　１０

体
育
協
会
長
杯　

野
球
大
会

スポーツ

情報
石岡市体育協会に加盟して
いるスポーツ団体の大会結
果などをお知らせします。

石岡運動公園
☎ 26-7210
八郷総合運動公園
☎ 43-6884
石岡海洋センター
☎ 23 － 5191　
柏原野球公園管理事務所
☎ 23-8158
朝日スポーツ交流施設
☎ 43-6884

４
月
13
日
（
日
）
～
５
月
11
日
（
日
）

柏
原
野
球
場
・
染
谷
野
球
場

優　

勝　

ゲ
ッ
ツ

準
優
勝　

ビ
ロ
ー
ド

第
三
位　

暴
笑
・
ク
ー
ル

結
　
果

春
季
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

５
月
４
日
（
日
）

柏
原
テ
ニ
ス
場

男
子
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

優　

勝　

小
島
・
中
野
組

準
優
勝　

志
岐
・
中
根
組

第
三
位　

羽
生
・
小
松
崎
組

男
子
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

優　

勝　

海
野
・
大
図
組

準
優
勝　

平
戸
・
蜂
谷
組

第
三
位　

酒
川
・
三
宅
組

女
子

優　

勝　

磯
山
・
永
井
組

準
優
勝　

川
﨑
・
山
口
（
恵
）
組

第
三
位　

野
口
・
山
口
（
瞳
）
組

教
育
長
杯 

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

５
月
22
日
（
木
）

男
子
の
部

優　

勝 

小
松
崎
・
準
優
勝 

宮
部 

女
子
の
部

優　

勝 

竹
内
・
準
優
勝 

大
槻 

教
育
長
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

５
月
23
日
（
金
）

石
岡
運
動
公
園
多
目
的
広
場

男
子
の
部

優　

勝 

岡
野
・
準
優
勝 

高
橋 

女
子
の
部

優　

勝 

原
田 

・
準
優
勝 

小
松
崎 

７月 19日（土）～
　プール　利用開始！

利用時間 料金
幼児 小・中学生 一般

午前９時～
正午 100 円 200 円 300 円

午後 1時～
５時 100 円 250 円 410 円

利用時間 料金
中学生以下 一般

午前９時～
午後６時 30分 100 円 200 円

1
八
郷
総
合
運
動
公
園
プ
ー
ル

開
放
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
園
日　

月
曜
日

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
、
翌
日
が
休
園
日
。

注
意　

３
歳
か
ら
利
用
で
き
ま
す
が
、
６
歳
未

満
の
幼
児
は
保
護
者
（
水
着
着
用
）
の
同
伴
が

必
要
で
す
。
浮
き
輪
や
遊
具
な
ど
は
持
ち
込
め

ま
せ
ん
。
水
遊
び
専
用
パ
ン
ツ
で
は
入
水
で
き

ま
せ
ん
。

■ 

問
い
合
わ
せ　

八
郷
総
合
運
動
公
園

☎
４
３
・
６
８
８
４

2
海
洋
セ
ン
タ
ー
温
水
プ
ー
ル

開
放
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
６
時
30
分

休
園
日　

月
曜
日
・
８
月
13
日（
水
）～
15
日（
金
）

※
機
械
点
検
、
清
掃
な
ど
で
臨
時
休
園
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

注
意　

３
歳
か
ら
利
用
で
き
ま
す
が
、
小
学
２

年
生
ま
で
は
保
護
者
（
水
着
着
用
）
の
同
伴
が

必
要
で
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ　

海
洋
セ
ン
タ
ー

☎
２
３
・
５
１
９
１

■市内のプールで、思い切り遊びま
しょう！
※８月 31 日（日）まで。※ 70 歳以上は無料です。 ※ 70 歳以上は無料です。

１１　広報いしおか７月１日号  №２１０

　

石
岡
市
体
育
協
会
に
は
20
種
目
の

ス
ポ
ー
ツ
の
団
体
と
、
10
種
目
の
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
が
所
属
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
技
術
の
向
上
を
目

指
し
て
、
日
々
練
習
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

体
を
動
か
し
た
い
、
新
し
い
ス

ポ
ー
ツ
に
打
ち
込
み
た
い
な
ど
、
興

味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
一
緒
に
活
動

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
問
い
合
わ
せ

石
岡
市
体
育
協
会（
石
岡
運
動
公
園
内
）

☎
２
６
・
７
２
１
０

会
員
募
集

石岡市体育協会

スポーツ少年団

弓道・ソフトテニス・軟式野球・
ソフトボール・バスケットボー
ル・スキー・バレーボール・バ
ドミントン・硬式テニス・陸上
競技・卓球・剣道・山岳・ゲー
トボール・サッカー・ゴルフ・
柔道・クレー射撃・ターゲット
バードゴルフ・グラウンドゴル
フなど

野球・剣道・バドミント
ン・サッカー・バレーボー
ル・複合（野球・バレー
ボール）・ミニバスケッ
トボール・柔道・空手道・
水泳など

子 ど も か ら 大 人 ま で
様々なスポーツに取り
組めます！

石
岡
地
方 

中
学
生
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
大
会

５
月
18
日
（
日
）

柏
原
テ
ニ
ス
場

男
子
の
部

優　

勝　

旭
中

女
子
の
部

優　

勝　

岩
間
中



情報
ネットワーク

▼
日
本
近
代
美
術
の
父「
岡
倉
天
心
」

の
生
誕
１
５
０
年
記
念
・
復
興
支
援

映
画
「
天
心
」
を
上
映
し
ま
す
。
市

内
で
も
ロ
ケ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
時
　
８
月
２
日
（
土
）
午
後
２
時

か
ら
／
午
後
６
時
か
ら

場
所　

石
岡
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所
　
ま
ち
か
ど
情

報
セ
ン
タ
ー
（
一
般
１
３
０
０
円
・

市
内
の
事
故
発
生
状
況
【
５
／
31
現
在
】

・
発
生
件
数　

１
２
５
件
（
＋
15
）

・
死
者
数　
　
　

１
人
（
－
１
）

・
負
傷
者
数　

１
７
３
人
（
＋
19
）

・
物
損
事
故　

７
５
０
件

※
（　

）
内
は
前
年
比
の
増
減
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

石
岡
警
察
署 

交
通
課

　

☎
２
８
・
０
１
１
０

石
岡
警
察
署
か
ら

石岡市役所
　☎ 23‐1111

八郷総合支所
　☎ 43‐1111

石岡消防署
　☎ 23‐0119

八郷消防署
　☎ 43‐6491

火災情報
　☎ 24‐1818

テレホンサービス
　☎ 0800‐800‐7766

募

集

▼
災
害
と
隣
り
合
わ
せ
の
日
本
。
こ

れ
か
ら
生
き
て
い
く
た
め
に
災
害
へ

の
基
礎
知
識
を
親
子
で
学
び
ま
せ
ん

か
。

日
時　

８
月
10
日
（
日
）
午
前
８
時

集
合
（
イ
ベ
ン
ト
広
場
）

場
所
　
栃
木
県
防
災
館

申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
定
員
（
30
人
）
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。
参
加
費
（
１
人

２
０
０
円
）
は
当
日
集
め
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
市
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム

事
務
局
（
篠
塚
）

☎
０
８
０
・
３
５
０
４
・
８
４
７
７

▼
歩
行
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
が
テ
ー
マ
で
す
。

日
時
・
場
所
　
７
月
13
日
（
日
）
午

前
11
時
〜
午
後
０
時
30
分
・
つ
く
ば

国
際
大
学
第
一
キ
ャ
ン
パ
ス

■ 

問
い
合
わ
せ

茨
城
県
理
学
療
法
士
会
（
河
野
）

☎
０
２
９
・
３
５
３
・
８
４
７
４

第
１
回
市
民
公
開
講
座

シ
ニ
ア
（
60
歳
以
上
）
１
０
０
０
円
・

小
中
高
生
は
当
日
券
の
み
８
０
０
円
）

※
上
映
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
　

石
岡
ハ
ー
モ
ニ
ー
ネ
ッ
ト
（
桜
井
）

☎
＆
℻
２
２
・
４
６
６
６

イ

ベ

ン

ト

光
風
荘 

納
涼
祭

▼
太
鼓
演
奏
、
お
い
し
い
食
べ
物
、

盆
踊
り
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

で
す
。

日
時　

７
月
27
日
（
日
）
午
後
４
時

30
分
〜
７
時

場
所　

光
風
荘
（
谷
向
町
13
─23
）

■ 

問
い
合
わ
せ

障
害
者
支
援
施
設 

光
風
荘

☎
２
２
・
５
８
１
１

老
人
ホ
ー
ム
や
さ
と 

納
涼
祭

▼
花
火
、
模
擬
店
、
盆
踊
り
な
ど
を

行
い
ま
す
。
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
で
き
る
だ
け
乗
り
合
い
で
お
出

で
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
２
日
（
土
）
午
後
６
時

30
分
〜
８
時
30
分

※
雨
天
時
は
翌
日
に
延
期
。
翌
日
が

雨
の
場
合
は
中
止
。

場
所　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
さ

と
駐
車
場

■ 

問
い
合
わ
せ

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
さ
と

☎
４
３
・
０
８
１
１

映
画
「
天
心
」
上
映
会

65
歳
か
ら
の

　
エ
ア
ロ
ビ
体
操

▼
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人
を
対

象
に
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
取
り
入
れ
た

体
操
で
す
。
参
加
費
は
無
料
。

日
時
　
８
月
８
日
・
22
日
・
29
日
・
９

月
５
日
・
12
日
（
金
）
午
後
３
時
30
分

〜
５
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま

わ
り
の
館

申
込
方
法
　
直
接
ま
た
は
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始　

７
月
４
日
（
金
）
か
ら

※
定
員（
50
人
）に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

■ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転

技
能
講
習

▼
就
職
を
希
望
す
る
55
歳
以
上
対
象

の
無
料
の
講
習
会
で
す
。
全
日
程
に

参
加
で
き
る
、公
共
職
業
安
定
所（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
求
職
登
録
し
て
い

る
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
持
っ

て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

日
時
　
８
月
26
日
（
火
）
〜
９
月
２

日
（
火
）
の
日
・
月
を
除
く
６
日
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
20
分

場
所
　
茨
城
県
自
動
車
学
校 

水
戸

校
（
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
石
岡
か
ら
無

料
送
迎
あ
り
）

申
込
方
法
　
運
転
免
許
証
な
ど
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
カ
ー
ド
を
持
参
の
う
え
、
直
接
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
郵
送
は
不
可
）

申
込
期
限　

７
月
25
日
（
金
）
ま
で

■ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
地
方
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
☎
２
３
・
３
３
９
９

親
子
防
災
研
修
会

食
用
廃
油
の
回
収

▼
八
郷
地
区
の
希
望
者
を
対
象
に
実

施
し
ま
す
。

日
時　

７
月
17
日
（
木
）
柿
岡
・
小

幡
・
葦
穂
・
恋
瀬
地
区

７
月
18
日
（
金
）
瓦
会
・
園
部
・
林
・

小
桜
地
区

申
込
期
限　

回
収
日
の
前
日
ま
で

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

八
郷
総
合
支
所 

総
務
課

☎
４
３
・
１
１
１
１

（
内
線
１
３
３
７
）

ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
費 

補
助
金

▼
市
で
は
駆
除
業
者
に
依
頼
し
ス
ズ

メ
バ
チ
を
駆
除
し
て
も
ら
っ
た
場
合

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
額
　
駆
除
費
の
半
額
（
上
限

５
０
０
０
円
、
１
０
０
円
未
満
切
り

捨
て
）

申
込
方
法
　
申
請
書
に
記
入
の
う
え

①
営
巣
場
所
の
全
景
②
駆
除
前
③
駆

使
用
済
み
農
業
用

　
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収

▼
回
収
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で

す
。
回
収
時
に
重
さ
を
量
り
、
そ
れ

に
応
じ
た
負
担
金
が
か
か
り
ま
す
。

持
ち
込
み
前
に
洗
浄
と
土
砂
の
振
り

落
と
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
７
月
14
日
（
月
）
〜
17
日
（
木
）

午
前
９
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
４
時

※
午
前
・
午
後
と
も
に
終
了
30
分
前

に
受
け
付
け
を
締
め
切
り
ま
す
。

場
所
　
八
郷
総
合
支
所
駐
車
場

申
込
期
限
　
７
月
11
日
（
金
）
ま
で

負
担
金
額　

農
業
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

17
・
１
円
／
㎏

農
業
用
塩
化
ビ
ニ
ー
ル

軽
ト
ラ
ッ
ク
（
１
台
）
１
０
０
０
円

普
通
ト
ラ
ッ
ク
（
１
台
）
２
０
０
０
円

■ 
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

農
政
課　

☎
４
３
・
１
１
１
１

（
内
線
１
１
５
４
）

食べることの大切さや料理を作り、　み
んなで食べる楽しさを親子で体験。食に
興味を持つきっかけづくりに。

◆石岡保健センター　☎ 24-1386

日時　7 月 29 日（火）・30日（水）　
午前 9時 30分～午後 1時

※小学生の親子対象

◆八郷保健センター　☎ 43-6655

日時
7 月 31 日（木）・8月 2日（土）
午前 9時 30分～午後 1時

※ 4歳児から就学前の親子対象

申込期間　７月１日（火）
　　　　　～７月 18日（金）
申込方法　電話でお申し込みください。
定員（各回 15組）になり次第締め切り
ます。

農
事
用
ビ
ニ
ー
ル
の
回
収
は

お
早
め
に

▼
風
で
舞
い
上
が
っ
た
農
事
用
ビ

ニ
ー
ル
や
カ
ラ
ス
追
い
テ
ー
プ
が
送

電
線
に
付
着
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
送
電
線
に
接
触
す
る

と
停
電
事
故
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
強
風
や
突
風
の
予
報
が
出
た

場
合
は
、
舞
い
上
が
り
防
止
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
使
用
済
み
の
ビ
ニ
ー

ル
は
放
置
せ
ず
に
早
め
の
回
収
を
お

願
い
し
ま
す
。
農
事
用
ビ
ニ
ー
ル
や

カ
ラ
ス
追
い
テ
ー
プ
が
電
線
に
付
着

し
た
場
合
は
東
京
電
力
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ　

東
京
電
力 

茨
城

カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー　

☎
０
１
２
０
・
９
９
５
・
３
３
２

除
後
の
写
真
と
駆
除
費
の
領
収
書
を

持
っ
て
窓
口
へ
お
出
で
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
申
請
書
と
領

収
書
の
名
前
は
統
一
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

生
活
環
境
課　

☎
３
６
・
１
２
３
１

八
郷
総
合
支
所 

総
務
課　

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
３
３
７
）

人気の親子クッキング

広報いしおか７月１日号  №２１０　１２１３　広報いしおか７月１日号  №２１０
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お

知

ら

せ

浄
化
槽
の
法
定
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

▼
浄
化
槽
の
所
有
者
は
、
毎
年
の
法

定
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
保
守
点
検
と
清
掃
を
定

期
的
に
行
い
、
そ
れ
ら
が
適
正
に
行

わ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
検
査
で

す
。

　

こ
の
検
査
を
受
け
て
い
な
い
人
に

は
、
指
導
・
勧
告
・
命
令
が
出
さ
れ
、

命
令
違
反
し
た
場
合
は
罰
金
が
課
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み　
（
公
社
）
県
水
質
保
全
協

会　

☎
０
２
９
・
２
９
１
・
４
０
０
４

■ 

問
い
合
わ
せ　

県
生
活
環
境
部
環
境
対
策
課

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
２
９
６
６

無
料
税
務
相
談

▼
税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談
で
す
。

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
８
日
・
15
日
（
火
）、

８
月
７
日
（
木
）・
12
日
（
火
）、
９

月
２
日
（
火
）・
11
日
（
木
）・
18
日

（
木
）・
10
月
９
日
（
木
）・
14
日
（
火
）・

21
日
（
火
）
午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

関
東
信
越
税
理
士
会 

土
浦

支
部 

税
務
相
談
所
（
土
浦
市
東
真

鍋
町
２‒

５
）

予
約
受
付　

平
日
午
前
10
時
〜
午
後

２
時

■ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

☎
０
２
９
・
８
２
４
・
５
０
５
５

茨
城
県
立
盲
学
校

地
域
巡
回
教
育
相
談
会

▼
レ
ン
ズ
や
拡
大
読
書
器
な
ど
の
補

助
具
の
展
示
や
相
談
会
を
行
い
ま

す
。
入
学
に
は
関
わ
ら
な
い
相
談
会

で
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

日
時　

８
月
５
日
（
火
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時

場
所　

阿
見
町
総
合
保
健
福
祉
館 

さ
わ
や
か
セ
ン
タ
ー

■ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

茨
城
県
立
盲
学
校 

地
域
支
援
部

☎
０
２
９
・
２
２
１
・
３
３
８
８

　

sh
ien
@
ibaraki-sb.ed.jp

就
職
カ
レ
ッ
ジ
開
催

▼
脱
フ
リ
ー
タ
ー
、
脱
無
職
を
目
指

す
15
歳
か
ら
40
代
前
半
の
人
を
対
象

に
５
日
間
の
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。
受
講
費
は
無
料
で
、

全
日
程
に
参
加
で
き
る
こ
と
が
条
件

で
す
。
定
員
（
30
人
）
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

日
時
　
７
月
22
日（
火
）・
28
日（
月
）・

29
日
（
火
）・
８
月
４
日
（
月
）・
５

日
（
火
）　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後

４
時
30
分

場
所　

土
浦
市
亀
城
プ
ラ
ザ

■ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

雇
用
人
材
協
会

☎
０
２
９
・
３
０
０
・
１
７
３
８

　

s-co
lleg
e@
k
o
yo
u
-jin
zai.

org七
夕 

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
に

ご
協
力
を

▼
七
夕
の
日
は
、
ク
ー
ル
ア
ー
ス

デ
ー
で
す
。
地
球
温
暖
化
防
止
の
た

め
に
、
家
庭
や
企
業
で
灯
り
を
消
し

て
、
天
の
川
を
眺
め
ま
せ
ん
か
？

日
時　

７
月
７
日
（
月
）
午
後
８
時

〜
10
時

■ 

問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課　

☎
３
６
・
１
２
３
１

裁
判
所
職
員
一
般
職
試
験

▼
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
、
高
等

学
校
卒
業
後
２
年
以
内
ま
た
は
、
平

成
27
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
を
卒

業
見
込
み
の
人
を
対
象
に
試
験
を
行

い
ま
す
。

一
次
試
験
日　

９
月
14
日
（
日
）

申
込
期
間　

７
月
15
日
（
火
）
〜
７

月
24
日
（
木
）

※
24
日
消
印
有
効
。

■ 
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

水
戸
地
方
裁
判
所
事
務
局 

総
務
課

人
事
第
一
係

☎
０
２
９
・
２
２
４
・
８
４
２
１

　

h
ttp
://w
w
w
.cou
rts.go.jp

平成 26 年度 自衛官募集

受付期間
７月１日（火） ～ 15 日（火）

■申し込み・問い合わせ
建築住宅指導課
☎ 23-1111（内線 425）

＊家賃は一般世帯の例です。
＊単身での申し込みはできません。
＊「くじによる公開抽選」で入居者
を決定します。
＊抽選後、手続きが終わり次第、入
居できます。
＊その他の住宅は申し込み順です。

戸数・家賃
住宅名 戸数 家賃（円）間取 備考

新池台団地 ３ 25,500 ～
　38,800 3DK 水洗

市営住宅入居者募集

保
菌
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

▼
食
品
の
製
造
、調
理
、販
売
を
行
っ

て
い
る
人
は
保
菌
検
査
を
受
け
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。

日
時
・
場
所
　

1
７
月
９
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
・

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

2
７
月
10
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
・

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

3
７
月
24
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
・
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
・
石
岡
保
健

セ
ン
タ
ー

受
検
方
法　

食
品
衛
生
協
会
会
員
に

は
各
支
部
の
食
品
衛
生
推
進
員
を
通

じ
て
、
検
査
容
器
を
配
布
し
ま
す
。

大
型
施
設
、
会
員
以
外
の
人
は
事
前

に
土
浦
保
健
所
に
取
り
に
来
て
く
だ

さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ

土
浦
保
健
所 

衛
生
課

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
５
３
６
４

ゴ
ミ
集
積
所
の

　
カ
ラ
ス
対
策

▼
最
近
、
ゴ
ミ
集
積
所
で
の
カ
ラ
ス

の
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
の

出
し
方
を
工
夫
し
た
り
、
防
鳥
ネ
ッ

ト
張
る
こ
と
で
、
カ
ラ
ス
の
被
害
を

事
前
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

食
品
の
ゴ
ミ
を
減
ら
し
た
り
、
水

気
を
切
っ
て
捨
て
る
、
収
集
日
を
守

る
な
ど
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■ 

問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課 

☎
３
６
・
１
１
２
０

午前 10時～午後６時

実施日時

７月 １日
※約１か月間の予定です。

対象区域
石岡地区

実施方法

▶石岡地区の防災行政無線の運用は、
平成 27年４月を予定しています。

■ 問い合わせ

防災対策課 ☎ 23-1111（内線 258）

防災行政無線 試験放送

受付期間
８月１日（金）～９月９日（火）
応募種目
1一般曹候補生（陸・海・空）
2自衛官候補生（陸・海・空）
応募資格
18 歳以上 27歳未満
試験日
1９月 19 日（金）・20 日（土）
のうち指定する 1日
2受け付け時に通知します
■ 問い合わせ　
自衛隊茨城地方協力本部 
土浦地域事務所　
☎ 029-821-6986
市役所 総務課　
☎ 23-1111（内線 254）

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
い
し
お
か
６
月
１
日
号
２

ペ
ー
ジ
「
中
心
市
街
地
で
出
店
し
て

み
ま
せ
ん
か
」
の
記
事
の
対
象
エ
リ

ア
の
表
記
で
、
府
中
三
丁
目
が
国
府

三
丁
目
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ

中
心
市
街
地
活
性
化
室

☎
４
３
・
１
１
１
１

　
（
内
線
１
３
５
２
）

※約１か月間の予定です。

1111（内線 258）

各スピーカーにつき１～２回の試験
放送を行い、想定される音達地域で
の音圧を測定します。その後、全局
一斉放送を２～３回行い、ハウリン
グなどの状況を把握する予定です。
※音達試験放送を経て、難聴地域
や土砂災害警戒区域などで使用する
戸別受信機の配備を進めます。戸別
受信機の配備に関する説明会は、試
験放送終了後、詳細が決まり次第お
知らせします。

広報いしおか７月１日号  №２１０　１４１５　広報いしおか７月１日号  №２１０

情報ネットワーク
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市
税
は
道
路
・
上
下
水
道
・
福
祉
・
教
育
・
防
災
な
ど
、
安
全
で
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
使
わ
れ
る
貴
重
な
財
源
で
す
。

　

市
税
を
滞
納
す
る
こ
と
は
、
納
期
内
に
納
税
し
て
い
る
大
多
数
の
市

民
の
皆
さ
ん
と
の
公
平
性
を
欠
く
こ
と
に
な
り
、市
の
財
政
を
圧
迫
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
納
付
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
納
税
に
誠
意
の
見
ら
れ
な

い
滞
納
者
に
は
滞
納
処
分
（
差
押
）
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

くらし
税　金

市
税
の
滞
納
処
分
を
強
化
し
て
い
ま
す

税
の
公
平
性
を
保
つ
た
め

悪
質
な
滞
納
者
に
は
滞
納
処
分
を
実
施
し
て
い
ま
す

滞
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
・
・
・

滞
納
処
分
（
差
押
）
を
行
い
ま
す

　

地
方
税
法
な
ど
で
は
、
滞
納
者
の

市
税
に
つ
き
、
そ
の
財
産
を
差
し
押

さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な

く
、
再
三
の
督
促
・
催
告
に
も
応
じ

ず
、
納
付
相
談
も
な
い
滞
納
者
に
対

し
て
は
、
納
付
し
て
い
る
人
と
の
公

平
性
を
保
つ
た
め
、
財
産
調
査
を
行

い
、
差
し
押
さ
え
を
行
い
ま
す
。
な

お
、
法
律
で
は
、「
督
促
状
を
発
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
10
日
を
経
過
し

た
日
ま
で
に
完
納
し
な
い
と
き
」は
、

い
つ
で
も
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
本
人
の
同
意
の
な
い
差

し
押
さ
え
も
有
効
で
す
。

　

差
し
押
さ
え
た
財
産
は
、
公
売
な

ど
に
よ
り
換
価
し
、
滞
納
し
て
い
る

市
税
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

給
与
・
預
貯
金
を
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
と
…

・
給
与
の
場
合
は
勤
務
先
に
、
預
貯

金
の
場
合
は
金
融
機
関
に
「
差
押
通

知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

・
差
し
押
さ
え
た
給
与
・
預
貯
金
は
取

り
立
て
後
、滞
納
市
税
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

給　与預貯金不動産自動車

ほか、年金・生命保険・所得税還付金・出資金など

■
滞
納
処
分
の
対
象
財
産

差
し
押
さ
え
を
解
除
す
る
に
は
…

・
差
し
押
さ
え
の
対
象
と
な
っ
た
市

税
お
よ
び
納
付
日
ま
で
の
延
滞
金

を
、
す
べ
て
納
付
す
れ
ば
解
除
さ
れ

■
滞
納
処
分
の
流
れ

　
督
促
・
催
告
　
・
・
・
納
期
限
ま

で
に
完
納
し
て
い
な
い
場
合
、
督
促

状
を
送
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
◀

　
財
産
調
査　

・
・
・
勤
務
先
や
金

融
機
関
な
ど
資
産
や
収
入
の
調
査
を

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

◀

　

差
　
押　

・
・
・
給
与
・
預
貯
金
・

不
動
産
な
ど
の
差
し
押
さ
え
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

◀

　

換
　
価　

・
・
・
公
売
・
取
り
立

て
に
よ
り
滞
納
し
て
い
る
税
金
に
充

て
ら
れ
ま
す
。

不
動
産
を
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
と
…

・
不
動
産
の
登
記
簿
上
に
「
差
押
」

の
表
示
が
さ
れ
ま
す
。

・
本
人
お
よ
び
抵
当
権
者
な
ど
、
登

記
簿
上
の
権
利
者
に「
差
押
通
知
書
」

を
送
付
し
、
不
動
産
を
差
し
押
さ
え

た
こ
と
を
通
知
し
ま
す
。

ま
す
。

困
っ
た
ら
納
税
相
談
へ
…

　

病
気
や
失
業
な
ど
、
特
別
な
事
情

で
納
期
内
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
人
は
、
下
記
の
納
税
相
談
を
利
用

く
だ
さ
い
。

・ 

差
し
押
さ
え
後
も
納
付
が
な
い
場
合

は
「
公
売
」
し
、
滞
納
市
税
に
充
て

ら
れ
ま
す
。

口
座
振
替
の
す
す
め

　

市
税
の
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う

に
、
口
座
振
替
が
お
す
す
め
で
す
。

安
全
で
便
利
な
口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
、
市
内
の
金
融
機
関
の

窓
口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
市
外
の

金
融
機
関
で
の
お
申
し
込
み
は
、
収

納
対
策
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
口
座
振
替
を
利
用
で
き
る
金
融
機
関
〉

常
陽
銀
行
・
東
日
本
銀
行
・
筑
波
銀

行
・
水
戸
信
用
金
庫
・
中
央
労
働
金

庫
・
茨
城
県
信
用
組
合
・
ひ
た
ち
野

農
業
協
同
組
合
・
や
さ
と
農
業
協
同

組
合
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
順
不
同
）

納
税
相
談
・
納
付
受
付

　

早
期
完
納
と
な
る
よ
う
納
税
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
市
役
所
開
庁
時

間
に
納
税
相
談
が
で
き
な
い
人
の
た

め
に
、
夜
間
、
休
日
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
早
め
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

夜
間　

毎
週
水
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　

午
後
５
時
15
分
～
７
時

休
日　

毎
週
土
曜
日（
年
末
年
始
除
く
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
問
い
合
わ
せ

収
納
対
策
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
１
４
）
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電
子
書
籍
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど

の
通
信
端
末
で
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
る

よ
う
に
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
書
籍
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。「
広

報
い
し
お
か
」
は
、
こ
れ
ま
で
、
印

刷
物
の
ほ
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

で
き
る
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
情
報

を
お
届
け
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
度
「
イ
バ
ラ
キ
イ
ー
ブ
ッ
ク
ス

（ibaraki-ebooks

）」
の
ご
協
力
で

電
子
書
籍
化
が
実
現
し
「
イ
バ
ラ
キ

イ
ー
ブ
ッ
ク
ス
」
の
サ
イ
ト
上
で
無

料
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

茨
城
県
内
の
魅
力
を
伝
え
る
電
子
書

籍
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
イ
バ
ラ
キ 

イ
ー
ブ
ッ
ク
ス
」
と
は
・
・
・

　

電
子
書
籍
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
イ

バ
ラ
キ
イ
ー
ブ
ッ
ク
ス
」
は
、
最
も

身
近
で
大
切
な
情
報
で
あ
る
は
ず
の

自
治
体
の
刊
行
物
が
「
実
は
あ
ま
り

市
民
の
皆
さ
ん
の
手
に
渡
っ
て
い
な

市 政
広 報

電
子
書
籍
で
「
広
報
い
し
お
か
」
が
見
ら
れ
ま
す

多
く
の
人
に
読
ん
で
も
ら
う
た
め
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
広
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　

随
時
募
集
中
！

しごと
有料広告

　

市
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
く

ら
し
・
市
政
」「
楽
し
む
・
学
ぶ
」
の

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ
ー
広
告
（
有

料
）
枠
を
９
枠
設
け
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

広
告
掲
載
の
概
要 

掲
載
の
期
間

　

原
則
１
か
月
単
位
で
、
最
長
12
か

月
ま
で
。
再
掲
載
も
可
能
で
す
。

広
告
の
規
格

・
大
き
さ
…
縦
50
ピ
ク
セ
ル
×
横

１
２
０
ピ
ク
セ
ル

・
形
式
…
Ｇ
Ｉ
Ｆ(

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
可
）、
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
、
Ｐ
Ｎ
Ｇ

・
デ
ー
タ
容
量
…
10
キ
ロ
バ
イ
ト
以
下

広
告
料
（
掲
載
１
か
月
に
つ
き
）

１
枠
１
万
円
（
全
９
枠
）　

掲
載
で
き
な
い
も
の

　

政
治
や
宗
教
団
体
お
よ
び
そ
の
活

動
に
か
か
わ
る
も
の
や
、
公
共
の
秩

序
や
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
も
の
な

ど
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

　

広
告
掲
載
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
、
秘
書
広
聴
課
に
備
え

て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

秘
書
広
聴
課

☎
２
３
・１
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

い
の
で
は
な
い
か
」「
電
子
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
の
人

に
見
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
考
え
の
も
と
に
、
イ

バ
ラ
キ
イ
ー
ブ
ッ
ク
ス
実
行
委
員

会
が
立
ち
上
げ
た
、
地
域
特
化
型

電
子
書
籍
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で

す
。

■
問
い
合
わ
せ

秘
書
広
聴
課

☎
２
３
・１
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

パ
ソ
コ
ン
か
ら
ご
利
用
の
場
合

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→
「
広
報
い
し
お

か
電
子
書
籍
版
」
は
こ
ち
ら
で
見
ら

れ
ま
す
→
電
子
書
籍
ペ
ー
ジ

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
か

ら
ご
利
用
の
場
合

左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
→

「
広
報
い
し
お
か
電
子
書
籍
版
」
は

こ
ち
ら
で
見
ら
れ
ま
す
→
電
子
書
籍

ペ
ー
ジ

動作環境・閲覧用アプリケー
ションのダウンロードについ
ては、下記のサイトをご確認
ください。
http://www.ibaraki-ebooks.
jp/?page_id=241#app
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健
康
ガ
イ
ド

★
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
２
４
・
１
３
８
６　

ＦＡＸ
２
４
・
４
６
３
８

★
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
４
３
・
６
６
５
５　

ＦＡＸ
４
４
・
１
４
９
２

★ ★

 

講
座
・
教
室

石
岡
地
区

７
月
９
日
（
水
）（
定
員
10
人
）

受
付
時
間　

午
後
１
時
～
１
時
20
分

場
所　

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

八
郷
地
区

７
月
11
日
（
金
）（
定
員
10
人
）

受
付
時
間　

午
後
１
時
20
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
時
40
分

場
所　

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

フ
ッ
化
物
塗
布
希
望
の
未
就

学
児

内
容　

歯
科
診
察
・
歯
み
が
き
指
導
・

フ
ッ
化
物
塗
布

申
込
方
法　

実
施
日
の
前
日
ま
で

に
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
窓
口
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
ピ
カ
ピ
カ
歯
み
が
き
教
室

 

集
団
検
診

■
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

会
場
・
健
診
日

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

８
月
25
日
（
月
）、
26
日
（
火
）、
９

月
３
日
（
水
）、
４
日
（
木
）、
８
日

（
月
）　

受
付
時
間

午
後
０
時
20
分
～
１
時
10
分

項
目
・
負
担
金
（
70
歳
以
上
無
料
）

◆
子
宮
が
ん
検
診

20
歳
以
上　

１
５
４
０
円　

◆
乳
が
ん
検
診　

・
超
音
波 

30
～
65
歳　

１
０
２
０
円

・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（
２
年
に
１
回
） 

40
～
49
歳　

１
５
４
０
円

50
～
69
歳　

１
０
２
０
円

定
員　

子
宮
が
ん
１
０
０
人
、
乳
が

ん
50
人
に
な
り
次
第
、締
め
切
り
ま
す
。

申
込
方
法　

７
月
７
日
（
月
）
か
ら

15
日
（
火
）
ま
で
に
電
話
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
ま
た
は
窓
口
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
医
療
機
関
で
の
子
宮
が
ん
・
乳
が

ん
検
診
を
希
望
す
る
場
合
は
、
保
健

セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
受
診
券
を
発
行

し
ま
す
。
有
効
期
間
は
発
行
日
か
ら

１
か
月
間
で
す
。

■
乳
が
ん
検
診
の
医
療
機
関
が
追
加

７
月
１
日
（
火
）
か
ら

霞
ヶ
浦
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
（
土
浦
市
下
高
津
２–

７–

14
）

☎
０
２
９
・
８
２
６
・
６
４
７
１

（
予
約
受
付　

月
～
金
曜
日
午
後
０

時
30
分
～
４
時
）

■
は
し
か
（
麻
し
ん
）
の
患
者
数
が

増
加

　

今
年
は
、
は
し
か
（
麻
し
ん
）
の

患
者
が
例
年
よ
り
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
今
年
の
患
者
数
は
、
す
で
に
去

年
１
年
間
の
患
者
数
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。
は
し
か
は
、
発
熱
や
咳
な
ど

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
よ
く
似
た
症
状

で
始
ま
り
、
全
身
に
発
疹
が
出
る
ウ

イ
ル
ス
性
の
感
染
症
で
、
脳
炎
な
ど

を
起
こ
し
て
重
症
化
し
、
死
亡
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
は
し
か
は
感
染

力
が
強
く
、
手
洗
い
や
マ
ス
ク
の
み

で
予
防
は
で
き
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
有
効
な
予
防
法
で
す
。
予
防

接
種
を
し
っ
か
り
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

満
１
歳
に
な
っ
た
ら
す
み
や
か
に

Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
）
１
期
の

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
来
年
の
春

に
小
学
校
に
入
る
お
子
さ
ん
は
、
早

め
に
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
）
２

期
の
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

〈
熱
中
症
と
は
〉

　

高
温
多
湿
な
環
境
下
で
、
体
内
の

水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た

り
、
体
温
調
節
機
能
が
う
ま
く
働
か

な
い
こ
と
に
よ
り
、
体
内
に
熱
が
た

ま
り
、
筋
肉
痛
や
大
量
の
発
汗
、
さ

ら
に
は
吐
き
気
や
倦け

ん
た
い
か
ん

怠
感
な
ど
の
症

状
が
現
れ
、
重
症
に
な
る
と
意
識
障

害
な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。

　

気
温
が
高
い
、
湿
度
が
高
い
な
ど

の
環
境
条
件
と
、体
調
が
良
く
な
い
、

暑
さ
に
体
が
ま
だ
慣
れ
て
い
な
い
な

ど
の
個
人
の
体
調
に
よ
る
影
響
と
が

組
み
合
わ
さ
る
こ
と
に
よ
り
、
熱
中

症
の
発
生
が
高
ま
り
ま
す
。

　

屋
外
で
活
動
し
て
い
る
時
だ
け
で

な
く
、
室
内
に
い
て
も
熱
中
症
を
発

症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
熱
中
症
は
、
適
切

な
予
防
を
す
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
、
熱
中
症
予

防
の
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
自
分
の

体
調
の
変
化
に
気
を
付
け
る
と
と
も

に
、
周
囲
の
人
に
も
気
を
配
り
、
予

防
を
呼
び
掛
け
合
っ
て
、
熱
中
症
か

ら
体
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
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熱
中
症
の
発
生
は
７
～
８
月
が
ピ
ー
ク
！

〈熱中症の予防法〉
□のどの渇きを感じなくてもこまめに水
分や塩分の補給を心がける
□扇風機・エアコンを使った温度調整、
こまめな換気、遮光カーテン、すだれ、
打ち水など、室内環境を整える
□通気性が良い、吸湿・速乾の衣服着用
□保冷剤、氷、冷たいタオルなどによる
体の冷却
□外出時、日傘や帽子の着用、日陰の利
用、こまめな休憩

■
熱
中
症
か
ら
か
ら
だ
を
守
ろ
う

１９　広報いしおか７月１日号  №２１０

新
・

 

市
長
日
記
⑥

６
月
４
日
（
水
）

麦
秋
の
来
訪
者

　

鮮
や
か
な
緑
の
中
に
色
づ
き
始
め

た
麦
畑
が
、
改
め
て
夏
の
到
来
を
知

ら
せ
て
く
れ
ま
す
。 

　

刈
り
入
れ
前
の
黄
金
色
の
麦
の
穂

は
、
ま
る
で
秋
が
来
た
よ
う
で
す
。

こ
の
時
期
を
麦
秋
と
表
現
し
た
先
人

は
、
な
ん
と
素
晴
ら
し
い
感
性
な
の

で
し
ょ
う
。 

　

昨
日
か
ら
市
議
会
の
定
例
会
が
始

ま
っ
て
い
て
、
今
日
は
そ
れ
に
向
け

て
の
打
ち
合
わ
せ
が
数
件
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
日
程
の
中
で
、
あ
る

ご
夫
妻
の
面
会
が
あ
り
ま
し
た
。 

　

そ
れ
は
市
内
に
住
む
大
森
正
さ
ん

ご
夫
妻
で
、
こ
の
ほ
ど
紺
綬
褒
章
を

授
与
さ
れ
た
こ
と
の
報
告
で
し
た
。 

　

こ
の
褒
章
は
、
公
益
の
た
め
に
私

財
を
寄
附
さ
れ
た
方
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
、
大
森
さ
ん
は
昨
年
３
月
、
石

岡
市
に
５
千
万
円
を
寄
附
し
て
い
ま

す
。 

　
「
紺
綬
褒
章
、
本
当
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
私
の
言
葉
に
ご

夫
妻
は
小
さ
く
う
な
ず
き
ま
し
た
。 

　
「
そ
れ
に
し
て
も
、
生
涯
を
通
じ

て
貯
め
ら
れ
た
お
金
を
、
市
民
福
祉

の
向
上
に
と
寄
附
さ
れ
た
こ
と
、
そ

の
貴
い
志
に
感
謝
い
た
し
ま
す
」
私

は
心
の
底
か
ら
お
礼
を
述
べ
ま
し

た
。 

　

大
森
さ
ん
は
、
昭
和
５
年
に
旧
林

村
（
石
岡
市
）
に
生
ま
れ
、
終
戦
の

年
の
３
月
に
林
国
民
学
校
高
等
科
を

卒
業
し
て
い
ま
す
。 

　

そ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
浄
財
が
ど

れ
ほ
ど
血
の
に
じ
む
よ
う
な
苦
労
の

末
に
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
を

感
じ
ま
し
た
。 

　

終
戦
と
い
う
激
動
の
中
で
独
り
立

ち
し
た
少
年
が
、
ど
ん
な
思
い
で

日
々
を
過
ご
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
そ
れ
は
、
大
変
な
毎
日
で
し
た

よ
。
勤
め
る
あ
て
も
な
く
、
日
雇
い

で
１
日
１
７
０
円
と
い
う
仕
事
も
や

り
ま
し
た
」
明
日
へ
の
希
望
が
容
易

に
見
い
だ
せ
な
い
時
期
で
し
た
。 

　

や
が
て
、
大
森
さ
ん
は
茨
城
町
に

米
穀
商
を
開
業
し
ま
す
。
そ
の
10
年

後
、
奥
様
と
知
り
合
い
結
婚
し
ま

す
。
そ
の
頃
か
ら
商
売
は
上
向
き
に

な
り
、
東
京
方
面
へ
の
出
荷
な
ど
が

軌
道
に
乗
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
「
や
は
り
、
商
売
は
信
頼
第
一
で

す
よ
。
信
用
を
損
ね
な
い
よ
う
、
お

客
様
第
一
の
仕
事
を
心
が
け
ま
し

た
」
誠
実
で
実
直
な
人
柄
が
言
葉
か

ら
に
じ
み
出
て
い
ま
す
。 

　

80
歳
を
超
え
て
親
兄
弟
が
す
べ
て

先
立
ち
、二
人
暮
ら
し
を
す
る
中
で
、

大
森
さ
ん
は
資
産
を
通
じ
て
の
社
会

貢
献
を
決
意
し
ま
し
た
。 

　

寄
附
金
は
、
一
部
を
市
の
奨
学
金

基
金
に
積
み
増
し
し
、
残
り
は
一
人

親
や
身
体
障
害
者
の
家
庭
で
子
ど
も

が
小
学
校
に
入
る
際
の
入
学
祝
金
に

用
い
て
い
ま
す
。 

　
「
新
入
学
の
ご
家
庭
は
、
喜
ば
れ

て
い
ま
す
よ
」
担
当
の
言
葉
に
、
ご

夫
妻
は
笑
顔
で
応
え
ま
し
た
。 

　

長
い
人
生
行
路
を
共
に
歩
ん
で
き

た
二
人
の
横
顔
は
、
充
実
感
に
満
ち

て
い
ま
し
た
。

▲会話から誠実な人柄がにじみ出る大森さん夫妻

 

前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
販
売
中

　

大
相
撲
の
地
方
巡
業
「
石
岡
・
小

美
玉
場
所
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
石

岡
市
で
地
方
巡
業
が
開
催
さ
れ
る
の

は
27
年
ぶ
り
。
県
内
出
身
の
稀
勢
の

里
関
、
高
安
関
を
は
じ
め
、
新
横
綱

の
鶴
竜
関
を
含
む
力
士
２
７
０
人
が

参
加
し
ま
す
。

　

前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
は
、
タ
マ
リ
席

Ｓ
１
万
４
０
０
０
円
か
ら
２
階
イ
ス

席
Ｂ
６
０
０
０
円
ま
で
計
９
種
類
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
開
催
日
》　

８
月
８
日
（
金
）
午
前

８
時
開
場
～
午
後
３
時
打
出
し

《
会
場
》　
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

※
当
日
の
会
場
周
辺
は
、
大
変
な
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
会
場
へ
は
、

石
岡
駅
よ
り
運
行
し
て
い
る
「
渋
滞

無
縁
か
し
て
つ
バ
ス
（
石
岡
駅
西
口

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
３
番
乗
り

場
）」
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
内
容
》
取
り
組
み
、
子
ど
も
た
ち

と
の
稽
古
、
余
興
相
撲
「
し
ょ
っ
き

り
」、
相
撲
甚
句
、
髪
結
い
実
演
、

や
ぐ
ら
太
鼓
、
弓
取
り
式
な
ど

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
相
撲
石
岡
・
小
美
玉
場
所 

実
行

委
員
会
事
務
局

☎
５
６
・
６
８
５
１

石
岡
・
小
美
玉
場
所
開
催
!!



開館時間 午前 10 時～午後８時
休館日 木曜　問い合わせ　☎ 27-5171
まちかど情報センター駐車場（向かい側）・
臨時駐車場（土橋通り）を利用ください。

情報センター
　　　ニュース

ま ち か ど

▼
今
回
は
新
治
郡
、
真
壁
郡
の
風
土
記
ゆ
か

り
の
地
と
関
連
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
ま
す
。

1
笠
間
村
（
笠
間
稲
荷
神
社
・
笠
間
城
・
九

ち
ゃ
ん
の
家
・
芸
術
の
森
公
園
）
2
西
念
寺

（
親
鸞
ゆ
か
り
の
寺
）
3
大
神
駅
家
4
新
治

の
里
（
新
治
郡
家
跡
・
新
治
廃
寺
跡
）
5
真

壁
郡
（
真
壁
街
並
・
真
壁
城
・
雨
引
観
音
）

6
丸
山
古
墳
な
ど

日
時　

７
月
13
日
（
日
）　

定
員　

35
人

集
合
時
間
・
場
所　

午
前
８
時
30
分
・
ま
ち
か

ど
情
報
セ
ン
タ
ー　

参
加
費　

１
５
０
０
円

折
り
紙
教
室　

26
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

育
児
サ
ー
ク
ル（
わ
ん
に
ゃ
ん
キ
ッ
ズ
） 

対
象 

未
就
園
児
（
０
～
４
歳
）

毎
週
火
曜
日 

午
前
10
時
15
分
か
ら

ち
り
め
ん
小
物　

毎
月
第
１
・
３
土
曜

日 

午
後
１
時
か
ら

７月のコミュニティ

常
陸
風
土
記
を
巡
る 
Ⅵ

　

未み

ぞ

う
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東

日
本
大
震
災
か
ら
３
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
市
で
は
、
こ
の
震
災
の
被
害

状
況
や
災
害
対
応
を
風
化
さ
せ
る
こ

と
な
く
後
世
に
伝
え
、
将
来
の
災
害

に
対
す
る
備
え
と
す
る
た
め
、
東
日

本
大
震
災
に
関
す
る
石
岡
市
の
記
録

集
を
作
成
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
東

日
本
大
震
災
の
被
災
写
真
と
体
験
記

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容

1
被
災
写
真
（
画
像
デ
ー
タ
）

　

撮
影
日
、
撮
影
場
所
ま
た
は
被
写

体
（
撮
影
の
対
象
と
な
る
人
・
物
や

景
色
）
の
名
称
な
ど
、
状
況
説
明

（
20
文
字
程
度
の
簡
単
な
コ
メ
ン
ト
）

を
つ
け
た
も
の

2
体
験
記

　

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
内
容
で

ルネッ散歩

１
０
０
０
文
字
程
度

応
募
方
法

　

直
接
ま
た
は
郵
送
、
電
子
メ
ー
ル

な
ど
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
先

〒
３
１
５
・
８
６
４
０

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

石
岡
市
役
所  

防
災
対
策
課

　

bousai-t@city.ishioka.lg.jp

※
応
募
さ
れ
た
も
の
す
べ
て
が
、
記

録
集
に
採
用
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
写
真
と
体
験
記
原
稿
は

返
却
し
ま
す
。

　

写
真
・
体
験
記
が
採
用
さ
れ
た
人

に
は
、
完
成
し
た
記
録
集
を
進
呈
し

ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
写
真
、

　
　
　
　
体
験
記
を
募
集
し
ま
す

日
時　

７
月
５
日
（
土
）
午
後
～

　
　
　
　
　
　

12
日
（
土
）
午
前
中

ギャラリー

水
彩
画
の
展
覧
会

ア
ト
リ
エ 

ハ
ー
ト
タ
イ
ム
石
岡
特
別
展

恐
怖
の
お
化
け
屋
敷

日
時　

７
月
26
日（
土
）～
８
月
10
日（
日
）

　
　
　

午
後
２
時
～
５
時

※
26
日
（
土
）
は
御
幸
通
り
商
店
街
七
夕

ま
つ
り
開
催
中
に
つ
き
、午
後
６
時
ま
で
。

夏休みプロジェクト

お
化
け
屋
敷 

制
作
ス
タ
ッ
フ
（
小
学
生
）
募
集

▼
７
月
19
日
（
土
）
午
後
２
時
に
、
ま
ち
か
ど

情
報
セ
ン
タ
ー
で
一
回
目
の
作
戦
会
議
を
行
い

ま
す
。
夏
休
み
に
入
っ
た
21
日
（
月
）
～
25
日

（
金
）、
み
ん
な
で
お
化
け
屋
敷
を
作
ろ
う
！

　
　

毎
月
第
３
土
曜
日
に
開
く
か
ら
サ

ン
ド
市
。
中
心
街
の
店
先
を
借
り
て
、

趣
味
の
手
作
り
品
、
園
芸
品
な
ど
を
展

示
販
売
。
新
鮮
野
菜
も
並
び
ま
す
。
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
大
歓
迎
！
参
加
者

募
集
中
で
す
。

日
時　

第
３
土
曜
日  

　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

場
所　

香
丸
・
中
町
・
御
幸
通
り
の
参

加
店
前
、
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

今月のサンド市は 19 日

「新治郡・真壁郡」の
風土記の里を巡るバスツアー

防災
一口メモ
■ 問い合わせ
防災対策課　
☎ 23-1111（内線 258）

広報いしおか７月１日号  №２１０　２０

ま
ち
か
ど
バ
ザ
ー
ル
は
２
日

　
　

毎
月
第
１
水
曜
日
に
は
、
ま
ち

か
ど
バ
ザ
ー
ル
も
開
催
し
て

い
ま
す
！
新
鮮
野
菜
や
お
菓

子
、
手
作
り
品
の
販
売
、
出

店
自
由
・
参
加
者
募
集
中
で

す
。

日
時　

毎
月
第
１
水
曜
日　

午
前
10
時
～
（
今
月
は
２
日
）

場
所　

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン

タ
ー

▲被災した本庁舎内部の様子

　

こ
れ
ま
で
最
近
の
発
掘
調
査
で
判

明
し
た
成
果
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
は
出
土
し
た
資
料
の
再
調

査
に
よ
っ
て
あ
が
っ
た
新
成
果
を
紹

介
し
ま
す
。

　

31
年
前
の
昭
和
58
年
、
石
岡
地
区

茨
城
一
丁
目
の
ス
ー
パ
ー
建
設
に
あ

た
り
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
奈
良
・

平
安
時
代
の
住
居
跡
２
軒
な
ど
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
、
出
土
品
の

再
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
８
世
紀
初

め
に
奈
良
の
都
で
作
ら
れ
た
「
畿き

な
い内

産さ
ん

土は

じ

き
師
器
」（
左
図
）
が
発
見
さ
れ

時
憶記
の

文化振興課
シリーズ102

☎43-1111
（内線1233）

近
年
の
調
査
結
果
か
ら

都
か
ら
運
ば
れ
た
土
器

ま
し
た
。

　

畿
内
産
土
師
器
は
，
箆へ

ら
の
よ
う
な

道
具
で
丁
寧
に
磨
か
れ
、
特
に
内
面

に
は
「
暗あ

ん
も
ん文

」
と
呼
ば
れ
る
文
様
が

放
射
状
に
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
金
属
器
に
光
が
あ
た
っ
た
と
き

に
見
え
る
光
の
線
、
光
沢
を
表
現
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
土
器
の
粘
土
は
良
質
な
も

の
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
元
で
作
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
奈

良
の
都
か
ら
運
び
込
ま
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
土
器
が
出
土
し
た
近
く
に
は

茨
城
廃
寺
が
あ
り
ま
す
。
茨
城
廃
寺

は
国
分
寺
よ
り
も
古
い
寺
院
で
、
造

営
さ
れ
た
の
は
西
暦
７
０
０
年
前
後
。

「
畿
内
産
土
師
器
」
の
時
期
と
ほ
ぼ
一

致
す
る
の
で
す
。
茨
城
廃
寺
の
造
営

時
に
都
と
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を

示
す
貴
重
な
資
料
と
言
え
ま
す
。

　

今
回
紹
介
し
た
土
器
は
、
ミ
ニ
企

画
展
に
て
展
示
し
ま
す
。

■
ミ
ニ
企
画
展
「
都
か
ら
運
ば
れ
た

土
器
―
茨
城
廃
寺
跡
周
辺
の
遺
跡
」

場
所　

民
俗
資
料
館
１
階

　
　
　
　
　
　
　
（
総
社
１
─２
─10
）

日
時　

７
月
12
日
（
土
）
～
９
月
28

日
（
日
）
ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
の
み
開
館

▲都から運ばれた「畿内産土師器」

図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館 

☎
２
４
・
１
５
０
７

中
央
図
書
館 

２
階
視
聴
覚
室

《
７
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
５
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

《
７
月
の
お
は
な
し
会
》

・
19
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

中
央
公
民
館

《
７
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
12
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
～

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校

中
学
年
程
度
で
す
。
時
間
は
お
よ

そ
30
分
で
す
。

課
題
図
書
の
貸
し
出
し
を
始

め
ま
す
！

　

７
月
１
日
（
火
）
か
ら
市
内
在
住

の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
夏
休
み

の
課
題
図
書
を
貸
し
出
し
ま
す
。
必

ず
、自
分
の
「
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
」

で
借
り
て
く
だ
さ
い
。

対
象
学
年
の
み
貸
し
出
し
ま
す
。

★
貸
出
冊
数　

１
人
１
冊
ま
で

ＨＰ

http://lib.city.ishioka.lg.jp/

【休館日】

７月

７日
14 日
21 日
28 日
31 日

★
貸
出
期
間　

１
週
間
（
延
長
は
で

き
ま
せ
ん
）

■
第
60
回
青
少
年
読
書
感
想
文
コ
ン

ク
ー
ル 

全
国
課
題
図
書

小
学
校
低
学
年
（
１
・
２
年
生
）　　

・
ま
よ
な
か
の
た
ん
じ
ょ
う
か
い

・
ど
こ
か
い
き
の
バ
ス
・
ひ
ま
わ
り

・
ミ
ル
ク
こ
ぼ
し
ち
ゃ
だ
め
よ
！

小
学
校
中
学
年
（
３
・
４
年
生
）

・
と
も
だ
ち
は
、
サ
テ
ィ
ー
！

・
た
だ
い
ま
！
マ
ラ
ン
グ
村

・
ち
き
ゅ
う
が
ウ
ン
チ
だ
ら
け
に
な

ら
な
い
わ
け
・
よ
か
た
い
先
生

小
学
校
高
学
年
（
５
・
６
年
生
）　　

・
ふ
た
り
・
マ
ッ
チ
箱
日
記

・
時
を
つ
な
ぐ
お
も
ち
ゃ
の
犬

・
カ
ブ
ト
ム
シ 

山
に
帰
る

中
学
校　
　
　
　
　

・
星
空
ロ
ッ
ク
・
語
り
つ
ぐ
者

・
ホ
タ
ル
の
光
は
、
な
ぞ
だ
ら
け

■
第
42
回
茨
城
新
聞
小
学
生
読
書
感

想
文
コ
ン
ク
ー
ル 

課
題
図
書

小
学
校
低
学
年
（
１
・
２
年
生
）

・
お
ば
け
の
ア
ッ
チ
と
ド
ラ
キ
ュ
ア

ス
ー
プ

・
ル
ル
と
ラ
ラ
の
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

・
よ
う
か
い
ガ
マ
と
の
お
イ
ケ
に
カ
エ
る

他
４
冊

小
学
校
中
学
年
（
３
・
４
年
生
）

・
な
ん
で
も
魔
女
商
会
６
コ
ッ
ト
ン

の
夏
休
み
・
花
曜
日

・
れ
っ
つ
！
シ
ュ
ー
ト
！
！

・
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
魔
法

・
ゆ
う
れ
い
パ
テ
ィ
シ
エ
事
件

他
２
冊

小
学
校
高
学
年
（
５
・
６
年
生
）　　

・
お
願
い
！
フ
ェ
ア
リ
ー
ゴ
ー

ゴ
ー
！
お
仕
事
体
験

・
夏
っ
飛
び
！

・
船
で
空
飛
ぶ
妖
怪
ク
ル
ー
ズ

他
４
冊

ど
う
し
て
、
３
Ｄ
は
飛
び
出
し
て
見

え
る
の
だ
ろ
う
!?

日
時　

７
月
27
日
（
日
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

会
場　

市
立
中
央
図
書
館

参
加
費　

無
料

対
象　

小
学
生
（
低
学
年
は
保
護
者

同
伴
）・
中
学
生

募
集
人
数　

30
人
（
先
着
順
）

申
込
開
始　

７
月
１
日
（
火
）
か
ら

※
休
館
日
を
除
く
。

申
込
方
法　

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
へ

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
も
し
ろ
理
科
先
生
「
飛
び

出
せ
！
３
Ｄ
を
科
学
す
る
」

２１　広報いしおか７月１日号  №２１０



締　結
内　容 締結事業者名

協　定
締結日

要援護者

東京電力（株）茨城支店 平成25年
３月25日水戸ヤクルト販売（株）

茨城県高圧ガス保安協会 土浦支部
茨城県高圧ガス保安協会 石岡部会
茨城県高圧ガス保安協会 八郷部会

６月10日

（株）常陽銀行 石岡支店
（株）常陽銀行 柿岡支店
（株）常陽銀行 石岡東支店

７月１日

日本郵便株式会社 ７月８日※
ひたち野農業協同組合

平成 26 年
３月 20 日

やさと農業協同組合
公益社団法人 茨城県医薬品配置協会
綜合警備保障株式会社 茨城支店
綜合警備保障株式会社

か
が
や
き

の　
未来を拓

ひ ひ

く　
男 ひ
ひ
と
女 ひ
ひ

成
長
の
瞬
間
を
共
有
で
き
る
の
が
嬉
し
い

　

離
婚
・
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
・
家
庭

の
悩
み
、
女
性
の
抱
え
る
様
々
な
問
題

を
、
専
門
の
相
談
員
が
支
援
し
ま
す
。

【
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
】

日
時
　
７
月
10
日
（
木
）・
17
日
（
木
）・

24
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所
　
石
岡
市
役
所

■
相
談
予
約
・
問
い
合
わ
せ

政
策
企
画
課 

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

女
性
の
た
め
の
困
り
ご
と
相
談

ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ー
ナ
ー

　

子
ど
も
の
成
長
は
、
家
族
に
と
っ

て
大
き
な
喜
び
で
す
。
今
回
は
、
高

校
時
代
の
職
業
体
験
を
き
っ
か
け

に
、
保
育
士
と
な
る
夢
を
実
現
さ
れ

た
鈴
木
貴
宏
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
、
鈴
木
先
生
は
鉄
棒
や

飛
び
箱
を
教
え
て
く
れ
る
「
優
し
い

お
兄
さ
ん
」
の
よ
う
な
存
在
。
ひ
か

り
保
育
園
で
は
２
人
の
男
性
保
育
士

が
働
い
て
い
ま
す
。
保
育
士
の
皆
さ

ん
は
、
男
女
の
性
別
に
関
係
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
生
か
し

な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見

守
り
、
そ
の
成
長
の
喜
び
を
家
族
と

共
有
し
て
い
ま
す
。

―
―
ど
の
よ
う
な
時
に
保
育
士
と
し

ひ
か
り
保
育
園　

鈴
木 

貴
宏
さ
ん
（
保
育
士
）

▲小さいころから手に職をつけたいと思って
きた鈴木さん。子どもたちの成長に立ち会え
るのが嬉しいと語ります

て
の
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
か
。

鈴
木
さ
ん　

こ
の
仕
事
の
や
り
が
い

は
、
子
ど
も
の
成
長
の
過
程
に
立
ち

会
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え

ば
、
昨
日
ま
で
逆
上
が
り
が
で
き
な

か
っ
た
子
が
、
今
日
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
時
な
ど
、
成
長
の
瞬
間
を
共

有
で
き
る
の
は
嬉
し
い
で
す
ね
。
私

は
、
学
童
保
育
も
担
当
し
て
い
る
の

で
、
保
育
園
を
卒
業
し
た
子
ど
も
た

ち
と
も
関
わ
り
が
続
き
ま
す
。
保
育

士
に
な
っ
て
最
初
に
担
任
し
た
年
中

ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち
は
、
も
う
中

学
生
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
保
育
士
に
な
る
た
め
に
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
努
力
さ
れ
ま
し
た

か
。

鈴
木
さ
ん　

一
番
大
変
だ
っ
た
の
は

ピ
ア
ノ
の
練
習
で
す
ね
。
職
業
体
験

を
機
に
、
保
育
士
を
本
格
的
に
目
指

そ
う
と
考
え
ま
し
た
が
、
ピ
ア
ノ
の

経
験
は
な
か
っ
た
の
で
、
入
学
試
験

ま
で
１
年
も
な
い
中
、
頑
張
っ
て
練

習
し
ま
し
た
。

―
―
今
後
、
男
性
保
育
士
が
増
え
て

い
く
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
か
。

鈴
木
さ
ん　

ま
ず
「
男
性
保
育
士
」

の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必

要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子

ど
も
た
ち
も
、
身
近
な
例
や
テ
レ
ビ

な
ど
を
見
て
、
職
業
へ
の
憧
れ
を
抱

く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
も
保
育

士
は
女
性
が
多
い
職
業
な
の
で
、
実

際
に
保
育
士
と
し
て
働
い
て
い
る
男

性
の
存
在
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
保
育

士
を
選
択
肢
に
す
る
発
想
自
体
生
ま

れ
に
く
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
鈴
木
先
生
と
の
出
会
い
を
と
お

し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
性
別

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
将
来
の
夢
を
自
由

に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
た
ら
素

敵
で
す
ね
。

鈴
木
さ
ん　

私
に
会
っ
た
こ
と
で
先

生
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
く
れ
る
子

が
い
た
ら
最
高
に
嬉
し
い
で
す
。

　

市
で
は
、
高
齢
者
な

ど
の
見
守
り
体
制
を
強

化
す
る
た
め
、
下
表
の

民
間
事
業
者
と
「
石
岡

市
地
域
の
見
守
り
活
動

等
協
力
に
関
す
る
協

定
」を
結
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
協
定
は
、
事
業

者
が
業
務
中
に
高
齢
者

な
ど
対
象
者
の
日
常
生

活
で
何
ら
か
の
異
変
を

察
知
し
た
場
合
、
市
に

連
絡
を
し
て
連
携
し
て

い
く
も
の
で
す
。
今
後

も
見
守
り
の
目
と
な
る

協
力
事
業
者
の
拡
大
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援

　

セ
ン
タ
ー

　

☎
３
５
・
１
１
２
７

締　結
内　容 締結事業者名

協　定
締結日

要援護者
道路環境 茨城コープ生活協同組合

平成25年

３月25日

要援護者 かもめガス（株）
要援護者
道路環境 ヤマト運輸（株） 茨城主管支店

要援護者

東部瓦斯（株） 茨城南支社
常総生活協同組合
生活協同組合 パルシステム茨城
よつ葉生活協同組合

茨城新聞 茨城会、（有）金子新聞店、
（有）エスケーエム、（有）小路新
聞販売、（有）好美、ＹＣ石岡西部

東京電力（株）茨城支店

くらし
見守り協定

協
定
締
結
事
業
所
一
覧
（
順
不
同
）

※日本郵便株式会社は県との包括協定です。

広報いしおか７月１日号  №２１０　２２

　

 　
　

 　
　

 

若　

松　

川
崎　

洋
子

春
の
増
税　

か
け
こ
み
出
費

　

す
で
に
節
約　

忘
れ
て
る

　

 　
　

 　
　

 

石　

岡　

東　

辻
が
花

出
雲
神
さ
ま　

あ
な
た
が
頼
り

　

少
子
社
会
の　

縁
結
び　
　

　

 　
　

 　
　

 

国　

府　

篠
原
美
千
代

無
事
に
定
年　

身
の
幸
せ
を

　
　

妻
と
分
け
合
う　

花
見
酒　

　

 　
　

 　
　

国　

府　

大
西　

和
子

寿
司
で
外
交　

オ
バ
マ
と
安
倍
が

　

食
べ
て
探
っ
た　

腹
の
中　
　
　

　
　

 　
　

  　

 

杉　

並　

助
川　

浩
史

春
に
再
開　

三
陸
線
の

　

風
も
列
車
の　

後
を
押
す　
　
　
　

     

　

 　
　

 　
　

 

柿　

岡　

野
口
由
紀
子

風
を
は
ら
ん
で　

千
尾
の
鯉
が

　

泳
ぐ
新
緑　

山
の
谷

　

 　
　

 　

下　

林　

加
藤　

弥
生

粋
に
着
こ
な
す　

大
島
紬

　

繁
盛
旅
館
の　

名
女お

か
み将

　

 　
　

 　
　

 

府　

中　

稲
田　

す
み

苦
節
三
年　

災
害
越
え
て

　

燃
や
す
復
興　

血
は
躍
る

幸
福
の
正
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　

打
田　

昇
三

　　

西
暦
一
七
六
一
年
に
デ
ン
マ
ー
ク

国
王
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
五
世
が
「
幸
福

の
ア
ラ
ビ
ア
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
イ

エ
メ
ン
に
探
検
隊
を
派
遣
し
た
。
隊

員
は
大
学
教
授
二
人
に
天
文
学
者
、

数
学
者
（
軍
人
）、
記
録
す
る
画
家
の

五
名
で
あ
る
。
主
都
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ

ン
か
ら
海
軍
艦
艇
で
北
海
、
地
中
海

を
抜
け
て
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
行
き

船
を
乗
り
換
え
カ
イ
ロ
経
由
ス
エ
ズ

か
ら
紅
海
沿
岸
の
ア
ラ
ビ
ア
半
島
各

地
に
寄
り
な
が
ら
南
端
に
位
置
す
る

モ
カ
に
至
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
探

検
の
目
的
は
「
幸
福
」
に
何
か
が
あ

る
と
錯
覚
し
た
も
の
ら
し
い
。

　

長
い
船
旅
、
未
知
の
世
界
、
炎
熱

の
砂
漠
地
帯
、
イ
ス
ラ
ム
化
し
た
地

域
で
拒
否
さ
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
、

現
地
の
閉
鎖
性
、
妨
害
行
為
に
過
酷

な
環
境
で
病
魔
に
侵
さ
れ
た
隊
員
が

次
々
と
倒
れ
探
検
か
ら
無
事
に
戻
っ

た
の
は
僅
か
一
人
で
あ
っ
た
。「
幸

福
」
は
何
処
に
有
っ
た
の
か
？
実
は

「
イ
エ
メ
ン
」
と
言
う
の
は
現
地
の
言

葉
で
「
右
側
」
を
意
味
す
る
ら
し
い
。

方
位
を
決
め
る
際
に
ア
ラ
ビ
ア
人
は

東
を
向
く
の
で
「
イ
エ
メ
ン
は
右
手

の
国
」
だ
と
か
幸
福
に
な
る
も
の
な

ど
最
初
か
ら
無
か
っ
た
。
お
気
の
毒

　

  　
　
　
　

 

府　

中　

山
口　

文
子

湯
袋
の
峠
の
木
苺
手
折
り
来
て
教
へ
て

く
れ
し
友
は
何
処
に

　

 　
　

 　
　

 

茨　

城　

大
澤　

酉
雄

い
つ
の
ま
に
八
十
歳
の
坂
く
だ
る
俺
の

人
生
短
く
も
あ
り

　

 　
　

 　
　

 

高　

浜　

大
嶋　

全
江

忘
れ
ず
に
枯
草
の
け
て
土
手
そ
め
ぬ
花

大
根
は
義
父
の
か
か
は
る

若　

宮　

今
川　

武
男

菖
蒲
湯
で
永
き
年
月
想
ひ
を
り

若　

松　

城
下　

稔　

充
実
の
日
を
締
め
く
く
る
豆
ご
飯　
　

井　

関　

坂
本　

ふ
く

葱
坊
主
老
農
同
志
立
話   

東
光
台　

野
村　

洋
子

遠
き
飢
え
赤
ら
ん
で
来
る
俵
ぐ
み

府　

中　

土
井　

湧
輔

母
の
日
や
怒
ら
れ
た
く
て
訪
ね
け
り

俳　
　

句

文
化
協
会
だ
よ
り

市
民
ず
い
ひ
つ

に
と
い
う
他
は
な
い
。
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
出
来
事
だ
が
昭
和
六
十

年
代
に
「
幸
福
の
ア
ラ
ビ
ア
探
検
記
」

日
本
語
版
が
出
さ
れ
て
い
る
。
大
著

書
で
あ
る
。

　

 　
　

 　
　

 

泉　

町　

藤
岡
み
つ
子

里
山
の
木
漏
れ
日
に
咲
く
片
栗
は
う
す

紫
の
花
弁
は
ね
あ
ぐ　
　
　
　

     

　

    　

 　
　

  

大
谷
津　

海
老
澤
明

子
わ
が
庭
に
こ
と
し
は
咲
か
ぬ
黄
水

仙
汝な

が
新
墓
を
飾
る
こ
と
な
し　
　
　

  

短　
　

歌

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

や
さ
と
俳
句
会

　
　
　
　

   　

  

下
青
柳　

高
橋　

青
穂

眺
め
よ
き
湖
畔
の
宿
の
夏
座
敷

　

 　
　

 　
　

   

川　

又　

川
又　

渓
二

句
碑
涼
し
伝
統
俳
句
揺
る
ぎ
な
し

　

 　
　

 　
　

 

瓦　

谷　

石
田
誠
一
郎

花
椎
の
強
き
香
り
に
迎
へ
ら
る

石
岡
短
歌
同
好
会

八
郷
短
歌
会

　

 　
　

 　
　

 

月　

岡　

菱
沼
む
免
子

咲
き
そ
め
し
牡
丹
一
輪
供
え
た
る
仏
前
に

ほ
の
か
な
香
り
漂
う　
　
　

　

 　
　

 　
　

 

片　

野　

小
野
瀬
も
と

は
な
や
か
に
並
ぶ
蘭
展
そ
の
中
に
咲
き
て

清
し
き
春
蘭
の
花

　

 　
　

 　
　

 

柿　

岡　

小
林　

渥
子

断
る
は
一
時
な
る
に
曖
昧
に
言
葉
に
ご
し
て

の
ち
の
憂
鬱

俚　
　

謡

投
稿
作
品

石
岡
俚
謡
会

　

 　
　

 　

  

下　

林　

鈴
木　

誠　

汗
流
し
菖
蒲
湯
浴
び
酔
う
夕
べ

　
　
　

嘉
良
寿
理　

島
田　

浩
翆

大
い
な
る
筑
波
を
楯
に
青
田
波

　

 　
　

 　
　

 

山　

崎　

荒
井　

幸
子

認
知
症
の
進
み
し
義
母
が
又
問
へ
る
お

風
呂
に
行
く
日
は
い
つ
に
な
る
や
と

　

 　
　

 　
　

 

東
成
井　

小
島　

せ
ん

つ
い
此
の
間
九
十
六
才
の
誕
生
日
迎
え

て
急
に
老
い
を
感
ず
る

　

 　
　

 　
　

   

柴　

内　

羽
生　

俊

新
斎
場
完
成
し
た
る
安
ん
ず
る
や
生
あ

る
限
り
何
時
か
使
用
す

　

 　
　

 　
　

   

山　

崎　

鈴
木　

君
江

畦
行
け
ば
植
田
を
渡
る
そ
よ
風
に
幼
き

苗
の
時
に
ひ
ら
め
く

●
石
岡
市
民
謡
舞
踊
連
合
会

・
第
36
回

　

夏
祭
り
民
謡
・
舞
踊
夢
の
競
演

【
日
　
時
】

７
月
13
日
（
日
）

開
演
午
前
９
時

30
分 

【
場
　
所
】

市
民
会
館

　

大
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
無
料

※
会
員
の
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表
し

ま
す
。
気
軽
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

藤
岡　

☎
２
６
・
１
０
７
４

●
石
岡
俚
謡
会

・
定
期
月
例
会

【
日
　
時
】　
毎
月
第
２
日
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら

【
場
　
所
】　

市
民
会
館

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

助
川　

☎
２
４
・
２
２
３
７

文
芸
い
し
お
か

２３　広報いしおか７月１日号  №２１０



栄養成分（１人分）

材
料
（
６
人
分
）

ピ
ー
マ
ン
２
個
・
赤
パ
プ
リ
カ
１
個
・

オ
レ
ン
ジ
パ
プ
リ
カ
１
個

Ａ{

ワ
イ
ン
ビ
ネ
ガ
ー
¼
カ
ッ
プ
・

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
⅓
カ
ッ
プ
・

に
ん
に
く
（
み
じ
ん
切
り
）
少
々
・

塩　

小
さ
じ
½
・
こ
し
ょ
う
少
々}

作
り
方

 　

ピ
ー
マ
ン
、
パ
プ
リ
カ
は
縦
半

分
に
切
り
、
へ
た
と
種
を
除
い
て
縦

１
㎝
幅
に
切
る
。

　

Ａ
は
大
き
め
の
ボ
ウ
ル
に
入
れ
て

混
ぜ
、
マ
リ
ネ
液
を
作
る
。

　
　

の
ピ
ー
マ
ン
と
パ
プ
リ
カ
を
熱

湯
に
入
れ
て
さ
っ
と
ゆ
で
、
ざ
る
に

取
っ
て
水
気
を
切
る
。
熱
い
う
ち
に

　

に
入
れ
、
と
き
ど
き
上
下
を
返
し

味
を
な
じ
ま
せ
る
。

　

汁
気
を
軽
く
切
っ
て
器
に
盛
る
。

◎
熱
い
う
ち
に
マ
リ
ネ
液
に
つ
け
る

と
、
味
が
よ
く
し
み
込
み
ま
す
。

◎
ピ
ー
マ
ン
に
は
抗
酸
化
作
用
が
あ

る
カ
ロ
テ
ン
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ピ
ー
マ
ン
は

生
で
も
食
べ
ら
れ
ま
す
が
、
ピ
ー
マ

ン
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
、
加
熱
調
理
に

よ
る
損
失
が
少
な
く
、
油
と
と
も
に

調
理
す
れ
ば
カ
ロ
テ
ン
の
吸
収
が
よ

く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

エネルギー 115kcal
塩分 0.5g

幸せは食事から
ヘルスメイトの
レシピ紹介 ピーマンとパプリカのカラフルマリネ

簡単でヘルシーな一品。カラフル
に食卓を彩ります。

　　　　　　　　　　若松３
恥ずかしがり屋の兄と積極的
な妹。2人とも大の仲良しです。
目標を持って努力できる人に
なってね。

舟串 憲
けんしん

秦ちゃん（３歳９か月）（右） 
　　 凜々香ちゃん（１歳４か月）（左）

　わが家のアイドル（未就学
児）を募集しています！お子
さんの成長の記念にいかがで
すか？
　掲載を希望する人は、秘書
広聴課にご連絡ください。市
のホームページ（広報いしお
か→わが家のアイドル申請用
紙）からもダウンロードでき
ます。

問い合わせ　秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 213）
     http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

　　　　　　　　　    　
　                            　　　柿　岡
はいはいが上手になりました。
笑顔に癒されます。これから
もずっと笑顔でいてね。

川井 香奈ちゃん（８か月）　　 

わが家のアイドル

4 3
1

2

平成26年7月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1

ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールshichoushitsu@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　
　　　 環境にやさしい大豆インキを使用しています。

2 1

〈表紙の写真〉
　日本特有の梅雨を美しく演出するアジサイ。アジサイは６月中旬
から７月中旬までが見ごろです。県フラワーパークではアジサイま
つりを７月６日まで開催しています。ご家族お友達、お誘い合わせ
のうえ、ぜひお越しください。

（県フラワーパークで６月 10日撮影）
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